インターネット上で生起する誹謗中傷行動の抑制可能性 ： 不公正知覚と嘲笑知覚に着目して by 朱　偉東
平 成 28年度 学 位 論 文
イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 生 起 す る
誹 謗 中傷 行 動 の 抑 制 可 能 性
― 不 公 正 知 覚 と嘲 笑 知 覚 に 着 目
して 一―
兵 庫 教 育 大 学 大 学 院 学 校 教 育 研 究 科
人 間 発 達 教 育 専 攻





第 1章 問 題 と 目 的
1節 研 究 背 景 .…… … … … … … … …… … … …… … 1
1.我が 国 の ネ ッ ト 利 用 の 現 状 。……… … …… …… 1
2.ネッ ト 利 用 に よ つ て 生 じ た 問 題 .…… … … … ・1
2節 問 題 .…… … … … … … … … … … … … … … 2
1.誹謗 中 傷 と 「 炎 上 」 .…… … … … … … … … … 2
2.ネッ ト の 匿 名 性 .…… … … … … … … … … … … 3
3.不公 正 知 覚 と 制 裁 報 復 .……… …… …… … … …… 5
1)否定 的 評 価 と 不 公 正 知 覚 .…… … … … … … 5
2)怒り の 喚 起 と 公 正 回 復 .…… … … … … … … 7
4.嘲笑 知 覚 と 誹 謗 中 傷 .……… …… …… … … …… ・8
3節 抑 制 可 能 性 .…… … … … …… … … … … … … 10
1.誹謗 中 傷 に よ る 心 理 的 影 響  .…… … … … … 10
2.結果 の 予 測 .…… … … … … … … … …… … … 。12
1)熟慮 的 行 為 と 誹 謗 中 傷 .…… …… …… …… ・ 12
2)熟慮 的 行 為 と 結 果 予 測 .…… …… … …… …・ 13
3)第二 者 の 効 果 .…… …… …… … …… …… …… 13
3.法的 知 識 と 規 範 意 識 。…… … … … … … … … 15
1)法的 知 識 .…… … … …… …… … … … … … … 15
2)規範 意 識 .…… …… … …… … … …… …… … ・ 16
4節 本 研 究 の 独 自 性 と 臨 床 的 意 義 .…… … … 17
1.独自 性 .………………………………………… ……… ……・ 17
2.臨床 的 意 義 。……… …… …… …… …… … … …… 18
5節 本 研 究 の 目 的 。… … … … … … … … … … … 18
1.目的 .………… ………… …… ……………………… ………… 18
2.仮説 .………… ………… …………………………… ………… 18
第 2章 予 備 検 討
第 1節 目 的 。…… … … … … … … … … … … … … ・20
第 2節 方 法 .…… … … … … … … … … … … … … ・20
第 3節 結 果 と 考 察 .…… … … … … … … … … … ・20




2.ピザ 店 ア ル バ イ ト 店 員 の 食 品 い た ず ら .…… 21
3.B市中 学 1年生 男 子 生 徒 殺 害 事 件 .…… … … 22
4.ISによ る 日 本 人 拘 束 事 件 を 真 似 た 高 校 生 ら の
投 稿 .…………………… ………………… …… ……………… 22
5。 多 数 の 不 正 が 発 覚 し た 研 究 。……… … … … … 23
第 3章 予 備 調 査
第 1節 目 的 .…… … … … … … … … … … … … … 24
第 2節 方 法 .…… … … … … … … … … … … … … 24
1.調査 協 力 者 と 調 査 時 期 .…… …… … … … … … 24
2.調査 手 続 き 。……… …… …… …… … … …… … … 24
3.倫理 的 配 慮 .……… … … … …… …… … … … … 24
4.調査 内 容 .…… … …… … … … … … … …… … … 24
第 3節 結 果 .…… … … … … … … … … … … … … 27
1.回答 者 属 性 .……… …… …… …… …… … …… …… 27
2. 知 覚 ..…………………… …………………… ………………・28
3.誹謗 中 傷 行 動 .…… …… … … …… … … … … …・29
4.誹謗 中 傷 動 機 。…… … … … … … …… …… … … 30
5.仮説 と の 比 較 .…… … … … … … … … … … … 33
第 4節 考 察 .…… … … … … … … … … … … … … 33
1.知覚 .…… … … … … … … … … … … … … … … 33
2.誹謗 中 傷 行 動 .…… … …… … … …… … … … … 34
3.誹謗 中 傷 動 機 .…… … … … …… … … … … … …・34
4.本調 査 に 向 け て .…………………… …… ……………… 35
第 4章 本 調 査
第 1節 目 的








調 査 協 力 者 と 調 査 時 期 .……… …… … …… ……
調 査 手 続 き 。……… …… … …… … … …… …… …
倫 理 的 配 慮
調 査 内 容
3節 結 果









不 公 正 知 覚 ・ 嘲 笑 知 覚 … … … … … … … … … … … …・ 42
3.誹謗 中 傷 行 動 .…… … … … … … … … … … …… 。43
4.誹謗 中 傷 動 機 。…… … … … … … … … … … … 44
5.結果 予 測 綱 日 .……… …… …… …… …… … … …・46
6.法的 知 識 ・ ネ ッ ト 特 性 知 識 ・ 規 範 意 識 項 目 47
7.仮説 と の 比 較 .…… … … … … … … … … … … 48
第 4節 考 察 .…… … … … … … … … … … … … … 49
1.不公 正 知 覚 ・ 嘲 笑 知 覚 .…… … … … … … … … … 49
2.誹謗 中 傷 行 動 .…… … … …… … … … … … … … 50
3.誹謗 中 傷 動 機 .…… … … … … … … … … … … 51
4.抑制 可 能 性 .…… …… … …… … … … … … … … 53
第 5章 総 合 考 察
第 1節 誹 謗 中 傷 者 に 関 す る 統 計 .…… … …… … ・55
第 2節 不 公 正 場 面 に 伴 う 感 情 .…… … … … … … 55
第 3節 い じ め の 構 造 と の 関 連 。…… … … … … … 56
第 4節 公 正 さ の 判 断 .…… … … … … … … … … … 57
第 5節 本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 展 開 .…… … … … 58
1.本研 究 の 限 界 .……… …… …… …… …… … … …・58
2.今後 の 展 開 。…… … … … … … … … … …… … 。60
引 用 文 献 .…… …… …… … … … …… … … … …… … … 61
謝 辞 .……………………………… ………………… …………… ……・68
Appendix ..….… …. ・…・…。…・…・…・…・―・…。…・… 。…・・ 69
第 1章 問 題 と 目 的
第 1節 研 究 背 景
1.我が 国 の ネ ッ ト 利 用 の 現 状
2015年末 時 点 で の 我 が 国 の イ ン タ ー ネ ッ ト (以下 ,
ネ ッ ト)普及 率 は 83.0%にの ぼ り ,2005年末 か ら 減 少
す る こ と な く 増 加 し て き た (総務 省 ,2016)。同 調 査
に よ る と ,2015年末 に お け る 個 人 の 年 齢 階 層 別 ネ ッ ト
利 用 率 は ,13歳-59歳ま で 各 年 代 で 90%を超 え て い
た 。 利 用 頻 度 に 関 し て も 70%以上 が 「 毎 日 少 な く と も
1回」 は ネ ッ ト を 利 用 し て い る と 回 答 し て お り ,ネ ッ
ト は 私 た ち の 生 活 の 一 部 と し て 欠 か せ な い 存 在 と な っ
て い る 。
近 年 で は ス マ ー ト フ ォ ン の 世 帯 普 及 率 が 急 激 に 増
加 し ,2010年で は 9。7%だつ た 普 及 率 が 2015年末 で は
70%を超 え る よ う に な っ た (総務 省 ,2016)。同 調 査
に よ る と ,2015年末 の 端 末 別 ネ ッ ト 利 用 状 況 は ,「パ
ソ コ ン 」 が 56.8%で「 ス マ ー ト フ ォ ン 」 は 54.3%だっ
た 。2015年の 総 務 省 の 調 査 で も ,最も 利 用 頻 度 が 高 い
ICT端末 は ,20代で は 「 PC」が 32.9%で「 ス マ ー ト フ
ォ ン 」 が 59。9%,30代で は 「 PC」が 39。9%で「 ス マ ー
ト フ ォ ン 」 が 46.0%と,ス マ ー ト フ ォ ン の 方 が PCを
上 回 る 結 果 が 示 さ れ た (総務 省 ,2015)。こ れ ら か ら
も ,若 い 世 代 を 中 心 に ス マ ー ト フ ォ ン の 使 用 が 広 ま り ,
人 々 が 手 軽 に ネ ッ ト 環 境 を 享 受 で き る 社 会 に な り つ
つ あ る こ と が わ か る 。
2.ネッ ト利 用 に よ っ て 生 じ た 問 題
ネ ッ トの 普 及 に よ っ て も た ら さ れ た 恩 恵 は 計 り し れ
な い が ,付随 し て 生 じ た 問 題 も 存 在 す る 。 近 年 散 見 さ
れ る ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 が そ の 1つで あ る 。2020年東
京 五 輪 の 公 式 エ ン ブ レ ム の デ ザ イ ン を 担 当 し た 佐 野 研
二 郎 氏 は ,既存 の デ ザ イ ン を 盗 用 し て 作 成 し た と し て ,
ネ ッ ト 上 で 強 く 非 難 さ れ た (産経 ニ ュ ー ス ,2015)。
佐 野 氏 の メ ー ル ア ド レ ス に は 連 日 誹 謗 中 傷 の メ ー ル が
送 ら れ ,家 族 や 親 族 の 写 真 が ネ ッ ト 上 に 1西 さ れ た と い
う 。 「 人 間 と し て 耐 え ら れ な い 限 界 状 況 」 と 佐 野 氏 が
コ メ ン ト を 発 表 し た こ と が 記 憶 に 新 し い 。 ま た ,川 崎
市 中 学 1年生 殺 害 事 件 の 発 生 後 ,ネ ッ ト 上 で 「 犯 人 捜
し 」 が 行 わ れ ,事 件 と 無 関 係 の 中 学 生 が 犯 人 だ と み な
さ れ ,名 前 や 顔 写 真 な ど の 個 人 情 報 が 拡 散 さ れ る 事 態
が 起 こ つ た 。 見 知 ら ぬ 人 か ら の 誹 謗 中 傷 や 脅 迫 ま が い
の 言 葉 も 受 け ,被 害 を 受 け た 学 生 は 「 外 に 出 る の も 怖
い 」 と 恐 怖 を 語 つ た (産経 ニ ュ ー ス ,2015)。き つ か
け と な っ た 事 件 の 真 偽 の 程 に 関 わ ら ず ,誹 謗 中 傷 を 受
け る こ と は 被 害 者 に と つ て 苦 痛 な 出 来 事 で あ る こ と が
う か が わ れ る 。
警 察 庁 (2016)によ る と ,サ イ バ ー 犯 罪 等 に 関 す る
相 談 件 数 の 内 訳 の う ち ,「 名 誉 棄 損 ・ 誹 謗 中 傷 等 に 関
す る 相 談 」 は ,20H年か ら 2015年ま で 一 貫 し て 1万
件 前 後 と 横 ば い 状 態 が 続 き ,相 談 件 数 の 内 訳 の 中 で も
3位 を 保 つ て い た 。 被 害 者 へ の 苦 痛 と い う 点 だ け で な
く ,相 談 件 数 の 多 さ と 減 少 の 傾 向 が 見 ら れ な い 現 状 か
ら も ,ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 は 看 過 で き な い 社 会 問 題 に
な つ て い る と 考 え ら れ る 。
第 2節 問 題
1.誹謗 中 傷 と 「 炎 上 」
ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 事 件 は , し ば し ば 「 炎 上 」







シ ィ (mixi),ツイ ッ タ ー (Twitter)など に 投 稿 さ れ
た メ ッ セ ー ジ 内 容 ,な ら び に 投 稿 者 に 対 し て 批 判 や 非
難 が 巻 き 起 こ る 現 象 (平井 ,2012)」,「主 に ブ ロ グ の よ
う な 『 自 己 表 現 』 +『他 者 と の 交 流 』 複 合 型 の ネ ッ ト
コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て ,作者 の 自 己 表 現 に 対 し て ,他
者 か ら の (ほと ん ど の 場 合 ネ ガ テ ィ ブ /誹謗 中 傷 的 な )
コ メ ン ト が 集 中 的 に 寄 せ ら れ る こ と (三浦 ,2008)」,
「 ウ ェ ブ 上 で 特 定 の 対 象 へ の 批 判 コ メ ン ト が 殺 到 す る
現 象 (荻上 ,2014)」な ど ,様々 で あ る 。 し か し,これ
ら の 定 義 が 指 し 示 す 内 容 は ど れ も 生 起 場 面 ・ 非 難 対
象 ・ 生 じ る 現 象 に お い て 一 致 し て お り ,ま と め る と ,
「 ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア に お い て ,投稿 さ れ た 内 容 お よ
び 投 稿 者 に 対 し て ,批判 や 非 難 な ど の 否 定 的 な 反 応 が
殺 到 す る 」 こ と が 炎 上 で あ る ,と表 現 す る こ と が 可 能
と 考 え ら れ る 。
2.ネッ ト の 匿 名 性
炎 上 の 生 起 を 説 明 す る 理 論 の 原 点 に あ る の は CMC
(Computer‐M diated Communication:コン ピ ュ ー タ
に 媒 介 さ れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン )研 究 に 基 づ く 議 論
で あ り,それ は 「 社 会 的 手 が か り の 減 少 」 の 研 究 と 言
わ れ て い る (伊藤 ,2014;Joinson,2003 三 浦 他 訳 ,
2004)。そ の 中 で も 代 表 的 な も の と し て ,SprOuH&
Kiesler(1986)の研 究 が 挙 げ ら れ る 。 Sproull&
Kiesler(1986)は, コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 社 会 的 文
脈 を 規 定 す る 変 数 と し て ,話 し 手 と 聞 き 手 の 地 理 的 位
置 ,肩 書 き や 地 位 ,性 別 や 年 齢 な ど を 挙 げ ,人 々 は 状
況 や 見 た 日 ,相 手 の 表 情 変 化 な ど の 手 が か り か ら そ れ
ら を 把 握 す る と 仮 定 し た 。 こ の 観 点 に 基 づ い て 電 子 メ
ー ル 上 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 分 析 し た 結 果 ,電 子
メ ー ル を 用 い た 場 合 ,対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン よ り も
社 会 的 文 脈 手 が か り が あ ま り 伝 達 さ れ ず ,反 規 範 的 ・
否 定 的 な 話 題 を す る な ど ,脱 抑 制 的 な 行 動 や フ レ ー ミ
ン グ (「 炎 上 」 の 意 )が見 ら れ る こ と が わ か っ た 。 匿 名
CMCと社 会 的 手 が か り の 減 少 と の 関 連 性 が 示 唆 さ れ
た 研 究 と な っ た 。
三 浦 (2008)によ る と ,Zimbardo(1960)の模 擬
監 獄 実 験 が 実 証 し た こ と は ,匿 名 性 が 保 証 さ れ た り 責
任 が 分 散 し た 状 況 に お か れ る 個 人 は ,自 己 規 制 能 力 が
低 下 す る た め に 通 常 の 社 会 的 規 範 を 守 ら ず ,非 合 理 的
で 衝 動 的 な 行 動 に 走 り や す く ,ま た そ れ が 周 囲 の 他 者
に 伝 染 し や す く な る こ と で あ る と 述 べ て い る 。 こ れ と
関 連 さ せ ,三浦 (2008)は,ネ ッ ト コ ミ ュ ニ テ ィ の 匿
名 性 の 高 さ が 図 ら ず も Zimbardoの設 定 し た 模 擬 監 獄
状 況 に 類 似 し て い る と 指 摘 し ,自 己 の 行 動 に 対 す る 統
制 力 の 低 下 の 結 果 ,「だ れ が 何 を 書 き こ ん だ か な ど ど う
せ わ か ら な い の だ か ら ,や り た い 放 題 や つ て や れ 」 と
ば か り に 「 炎 上 」 が 生 じ る と 述 べ て い る 。
こ れ ら の 研 究 は ネ ッ ト の 匿 名 性 か ら 炎 上 を 説 明 し て
い る 。 し か し ,ネ ッ ト は 完 全 に 匿 名 と は 言 え な い 可 能
性 が あ る 。 な ぜ な ら ,ネ ッ ト を 使 用 す る 際 ,各 PCや
ル ー タ ー に 「IPアド レ ス 」 と い う 識 別 番 号 が 振 り 分 け
ら れ て い る (佐々 木 。 会 田 ,2014)から で あ る 。 IPア
ド レ ス は 重 複 す る こ と が な い た め ,誰 が ど の IPアド
レ ス を 使 い ど の サ イ ト に ア ク セ ス を し た か は ,IPアド
レ ス を 照 会 す る こ と で 判 明 が 可 能 で あ る 。し た が つ て ,
ネ ッ ト の 匿 名 性 で 説 明 さ れ て い る も の は ,実 際 に 匿 名
状 況 か ら 生 じ た 効 果 を 示 し て い る の で は な く ,ネ ッ ト
利 用 者 が 自 身 を 匿 名 性 の 高 い 状 態 に あ る と 思 い 込 む 匿
名 性 信 念 (戸田 。 青 山 ・ 金 網 ,2013)によ る も の で あ
る こ と が 考 え ら れ る 。
以 上 の こ と を 踏 ま え ,匿 名 性 と い う 点 か ら 炎 上 を 説
明 す る と ,社 会 的 文 脈 の 手 が か り が 減 少 し て い る ネ ッ
ト 空 間 に お い て ,人 々 が 自 身 を 匿 名 性 の 高 い 状 態 に あ
る と 認 識 す る こ と で ,没 個 性 化 と 類 似 す る 状 況 が 図 ら
ず も 生 み 出 さ れ ,炎 上 が 生 起 し て い る と 考 え ら れ る 。
3.不公 正 知 覚 と 制 裁 ・ 報 復
炎 上 の 多 く は 不 正 や 犯 罪 行 為 な ど ,社 会 的 に 不 適 切
な 行 為 を 公 表 し た も の に 対 す る 批 判 の 殺 到 が き つ か け
で あ る と の 指 摘 が あ る (三浦 ,2008)。公 正 と は ,「各
人 を そ の 資 格 に 応 じ た 扱 い を す る こ と 」 で あ り ,そ れ
が 達 成 さ れ て い な い 状 態 が 不 公 正 で あ る (大渕 ,2011)。
ま た ,人 は あ ら ゆ る 社 会 的 事 象 に 対 し て 常 に 正 し さ に
つ い て の 判 断 ,即 ち 公 正 (justice,fairness)に関 わ
る 判 断 を 行 つ て い る (山 口・ 森 上 。西 迫 ・ 桑 原 ,2003)。
三 浦 (2008)が言 う よ う に ,炎上 が 社 会 的 に 不 適 切 な
内 容 に 対 し て 起 こ る も の で あ る と す れ ば ,誹 謗 中 傷 は
対 象 と な る 人 物 や 出 来 事 に 対 し て 不 公 正 で あ る と の 判
断 が な さ れ た 上 で 行 わ れ て い る と 考 え ら れ る 。
大 渕 (2011)は,人 々 は 他 者 の 行 為 に つ い て 善 悪 の
価 値 判 断 を し て お り ,否 定 的 評 価 と 怒 り の 喚 起 か ら ,
不 正 行 為 の 是 正 ,正 義 や 公 正 の 回 復 の 目 標 が 生 じ ,攻
撃 的 方 略 が 選 択 さ れ や す い と 述 べ て い る 。 こ の よ う な
公 正 回 復 を 目 指 し た 行 動 は 制 裁 と し て の 攻 撃 で あ り ,
そ の 目 標 は 違 反 者 の 行 動 改 善 と 侵 害 さ れ た 規 範 の 再 確
認 で あ る と も 述 べ て い る 。
1)否定 的 評 価 と 不 公 正 知 覚
制 裁 と し て の 攻 撃 の 強 さ を 規 定 す る の は 道 徳 的 評
価 で あ り ,道 徳 的 評 価 は 責 任 判 断 に よ つ て 異 な っ て
く る (大渕 ,20H)。大 渕 (20H)は,AveriH(1982)
が 提 唱 し た 責 任 判 断 の 二 次 元 モ デ ル を 用 い て ,負 事
象 の 責 任 判 断 と 道 徳 判 断 の 仕 組 み を 整 理 し た 。 三 次
元 は そ れ ぞ れ 意 図 性 ,動 機 の 正 当 性 ,制 御 可 能 性 か
ら な る 。 意 図 的 で 不 当 な 動 機 を 持 っ た 行 為 と ,非 意
図 的 だ が 制 御 可 能 だ つ た 行 為 に 関 し て は ,行 為 者 の
責 任 は 重 い と 判 断 さ れ ,道徳 的 評 価 は 低 く な さ れ る 。
一 方 ,意 図 的 だ が 正 当 な 動 機 を 持 っ た 行 為 と ,非 意
図 的 だ が 制 御 不 能 ゆ え の 行 為 は ,行 為 者 の 責 任 は 軽
い と 判 断 さ れ ,道徳 的 評 価 は 高 く な さ れ る 。そ し て ,
道 徳 的 評 価 が 低 い 場 合 は 制 裁 と し て の 攻 撃 が 動 機 づ
け ら れ る と 結 論 付 け た 。 こ れ に 基 づ い た 大 渕 (1986)
の 研 究 結 果 に よ る と ,被 験 者 は 自 身 が 受 け た 被 害 を
加 害 者 の 不 合 理 な 意 図 に よ る も の と 判 断 し た と き に
は 攻 撃 を 強 く 願 望 し ,人 力 を 越 え た 事 故 に よ る も の
や ,加 害 者 の 行 為 が 合 理 的 な も の で あ る と 判 断 し た
と き に は ,攻 撃 の 実 行 を 抑 制 す る こ と が 多 い こ と が
示 さ れ た 。 道 徳 的 評 価 自 体 の 検 証 で は な い が ,道 徳
的 評 価 を 規 定 す る 要 因 と 攻 撃 の 動 機 づ け の 対 応 か ら ,
仮 説 を 支 持 す る 結 果 で あ つ た と 言 え る だ ろ う 。
小 林 (20H)は炎 上 が 生 じ る き つ か け と な っ た 事
例 を ,「や ら せ 。 捏 造 。 自 作 自 演 」,「な り す ま し 」,
「 悪 ノ リ 」,「不 良 品 。 疑 惑 ・ 不 透 明 な 対 応 」,「 コ ミ
ュ ニ テ ィ ー 慣 習 ・ 規 則 の 軽 視 」,「放 言 。 暴 言 ・ 逆 ギ
レ 」 の 6つに 分 類 し た 。 こ の 分 類 か ら も ,意 図 的 で
不 合 理 な 動 機 を 持 っ て い る が ゆ え に 「 な り す ま し 」
た り ,「や ら せ ・ 捏 造 。 自 作 自 演 」 を 行 つ た と 理 解 で
き そ う で あ る 。 ま た ,「放 言 ・ 暴 言 ・ 逆 ギ レ 」 や 「 不
良 品 ・ 疑 惑 ・ 不 透 明 な 対 応 」 等 は ,た と え 行 為 者 側
に 意 図 性 が な く 偶 発 的 な も の で あ っ た と し て も ,被
害 者 側 に と つ て は 制 御 可 能 な 事 態 で あ っ た と 捉 え ら
れ る 可 能 性 が あ る 。 以 上 の こ と か ら ,事 態 を 不 公 正
で あ る と 知 覚 し ,責 任 判 断 と 道 徳 的 評 価 が ネ ガ テ ィ
ブ に 偏 つ た 結 果 ,制 裁 と し て の 誹 謗 中 傷 が 生 じ た と
理 解 で き る 。
2)怒り の 喚 起 と 公 正 回 復
社 会 的 不 公 正 事 態 に 伴 う 人 々 の 感 情 を 分 析 し た 中
村 。森 上 。西 迫 ・ 桑 原 (20H)の研 究 結 果 に よ る と ,
特 に 他 者 の 悪 意 に 責 任 帰 属 が な さ れ た 場 合 に 怒 り が
伴 う 結 果 が 示 さ れ た 。 こ の 点 か ら も ,大 渕 (20H)
が 言 う よ う な 責 任 判 断 と 怒 り の 生 起 の 関 連 が 示 唆 さ
れ る 。 ま た ,違 反 者 を 罰 す る と い う 点 で は 報 復 も 制
裁 と 同 じ 種 類 の 攻 撃 で あ る (大渕 ,20H)。不 公 正 知
覚 (injustice perception)と報 復 に 関 わ る 感 情 に 関
す る 研 究 で は ,不 公 正 さ の 責 任 を 外 的 帰 属 し た 場 合
に 怒 り が 生 じ や す く ,ま た ,怒 り の 高 さ は 報 復 の 高
さ と 相 関 が あ る と い う 結 果 に な っ た (Barclay,
Skarlicki&Pugh,2005)。加 害 者 へ の 報 復 に 関 し て
被 害 者 が ど の 点 で 満 足 感 を 得 る の か を 実 験 し た
Gollwitzer&Denzler(2009)の研 究 で は ,被 害 者
が 報 復 を 決 定 し ,加 害 者 自 身 が 報 い を 受 け る 理 由 を
理 解 し た と き の 方 が ,そ う で な い と き よ り も 被 害 者
は 満 足 感 を 得 る こ と が 示 さ れ た 。 上 原 。 中 川 ・ 田 村
(2015)はこ の 結 果 に つ い て ,報復 は 単 な る 個 人 的
感 情 を 和 ら げ る た め で は な く ,損 な わ れ た 公 平 を 回
復 し ,加 害 者 に 公 正 や 道 徳 を 再 確 認 さ せ る 意 味 が あ
る と 評 価 し た 。
道 義 に 反 す る 出 来 事 や そ れ に 関 連 し た 人 物 の 行 動
を 見 る と ,知覚 者 は し ば し ば「 義 憤 (mOral outrage)」
と 呼 ば れ る 激 し い 怒 り を 喚 起 さ せ る こ と が あ る (上
原 ら ,2015)。義 憤 に 関 し て も ,意図 的 な 加 害 で あ る
と の 判 断 が 加 害 者 へ の 賠 償 請 求 や 加 罰 に 繋 が り ,偶
発 で あ れ ば 公 正 回 復 の 手 段 は 何 も 執 ら れ な い と い う
指 摘 (Darley&Pittman,2003)があ る 。 以 上 よ
り ,義憤 の よ う に 不 公 正 の 知 覚 に よ つ て 喚 起 さ れ る
怒 り は ,公 正 回 復 を 動 機 づ け る 働 き が あ り ,制裁 。
報 復 と の 関 連 が 考 え ら れ る 。
制 裁 や 報 復 は ,自 分 の 側 に 正 義 が あ る と 思 う と ,攻
撃 が 鼓 舞 さ れ る (大渕 ,1993)。五 輪 エ ン ブ レ ム 事 件 の
デ ザ イ ナ ー ヘ の 非 難 や ,川 崎 市 中 学 1年生 殺 害 事 件 後
の 犯 人 捜 し の 例 な ど に 不 法 行 為 が 見 ら れ る よ う に ,社
会 的 に 不 適 切 な 行 為 に 対 す る 不 公 正 の 知 覚 は ,却 つ て
社 会 的 に 不 適 切 な ま で の 攻 撃 行 動 を 惹 起 さ せ る 危 険 性
を は ら ん で い る 。
4.嘲笑 知 覚 と 誹 謗 中 傷
一 方 で ,五輪 エ ン ブ レ ム 事 件 や ア イ ス ケ ー ス 事 件 (中
学 生 が コ ン ビ ニ の ア イ ス ケ ー ス に 入 つ た 写 真 を ネ ッ ト
に 投 稿 し て 炎 上 し た 事 件 )で 見 ら れ る よ う な ,家 族 ヘ
の 攻 撃 の 波 及 や 個 人 情 報 の 拡 散 な ど は ,不 公 正 知 覚 に
よ る 制 裁 の み で 説 明 し き れ な い 部 分 が あ る よ う に 思 わ
れ る 。
炎 上 は ,2000年代 で は ブ ロ グ ,掲 示 板 ,mixi等の
SNS,動画 共 有 サ イ ト な ど で 発 生 す る こ と が 多 か つ た
が ,2010年代 以 降 は TwiterやFacebookなど で 増 加
し て い る (平井 ,2012;荻上 ,2014)。総 務 省 (2015)
の 調 査 で も ,2013年の 炎 上 事 件 の う ち ,きっ か け と な
っ た サ イ ト の 約 40%がTwitterで,2ち ゃ ん ね る ,そ
の 他 SNS,動画 共 有 サ イ ト,ブ ロ グ な ど で も 起 き て い
る と い う デ ー タ が 示 さ れ た
炎 上 の 主 た る 関 与 者 と し て ,平井 (2012)は,問題
含 み の メ ッ セ ー ジ や 投 稿 者 を 批 判 す る 2ちゃ ん ね る 圏
の ユ ー ザ ー の 存 在 を 指 摘 し て い る 。2ちゃ ん ね る と は ,
1999年に 開 設 さ れ た 幅 広 い ジ ャ ン ル の カ テ ゴ リ 別 掲
示 板 で あ る (松村 。 三 浦 ・ 柴 内 。 大 澤 。 石 塚 ,2004)。
2ち ゃ ん ね る は ,大 手 の マ ス コ ミ の 言 論 空 間 で は 不 可
視 で あ っ た 意 見 ・ 情 報 が 多 く み ら れ る 特 徴 (平井 ,2007)
が あ り ,出 現 以 降 情 報 の オ ー プ ン 化 に 寄 与 し た 部 分 も
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あ る が ,根拠 の な い 誹 謗 中 傷 も 絶 え な か っ た (佐々 木 ,
2014)。平 井 (2012)は,炎 上 に み ら れ る 批 判 や 非 難
は ,投 稿 者 の 反 省 や 所 作 の 改 善 を 真 剣 に 追 求 す る も の
で は な く ,投 稿 者 に 対 し て 所 属 組 織 か ら 下 さ れ た 謹 慎
や 処 分 の 情 報 を 通 じ て 嘲 笑 う こ と が 可 能 で あ る が 故 に
成 り 立 つ と 説 明 し て お り ,2ち ゃ ん ね る で は 一 種 の 規
範 で あ る と 述 べ て い る 。 ま た ,同 掲 示 板 の 文 化 に 関 し
て は ,「ネ タ 的 」 (鈴木 ,2002),「シ ニ カ ル (冷笑 的 )」
(佐々 木 ,2014)とい つ た 指 摘 も あ り ,嘲 笑 と 炎 上 と
の 親 和 性 が 示 唆 さ れ る 。
炎 上 が 増 え た 理 由 と し て ,平井 (2012)は,若年 層
を 中 心 と す る 携 帯 電 話 文 化 と 2ちゃ ん ね る 文 化 の 接 触
を 指 摘 し て い る 。 同 氏 は ,炎 上 事 件 の 引 き 金 と な っ た
Twitterのや り と り か ら ,炎 上 に 遭 つ た 当 事 者 ら は 面
識 の あ る 仲 間 内 で の 交 流 を 目 的 に 投 稿 し て お り ,知 り
合 い 以 外 の 第 二 者 に 見 ら れ て い る 意 識 は 低 い と 結 論 付
け た 。 SNS等の 利 用 率 を 比 較 す る と ,パ ソ コ ン 利 用 者
の う ち , Twitter: 35.8%, Facebook: 39.2%, ス マ ー
ト デ バ イ ス 利 用 者 の う ち ,Twitter:45.7%,Facebook:
54。3%,と全 体 的 に ス マ ー ト デ バ イ ス 利 用 者 の SNS利
用 率 は 高 く な っ て い る (情報 処 理 推 進 機 構 ,2015)。そ
の な か で も ,20代の 各 利 用 率 が 平 均 よ り も 15%高く な
つ て い る こ と が 特 徴 的 で あ る 。 ま た ,2ち ゃ ん ね る が
発 端 に な っ た 炎 上 事 件 が ま と め ブ ロ グ で 取 り 上 げ ら れ ,
時 に は 大 手 ニ ュ ー ス サ イ ト や 雑 誌 等 の マ ス ・ メ デ ィ ア
で 報 道 さ れ る こ と に 関 し て ,平井 (2012)は2ちゃ ん
ね る の 文 化 の 広 が り で あ る と 捉 え て い る 。 SNSの利 用
率 が 高 ま り つ つ あ る 背 景 と ,2ち ゃ ん ね る の 文 化 圏 の
拡 大 と い う 事 情 か ら ,仲 間 内 で 問 題 視 さ れ な か っ た 行
為 が 第 二 者 に 発 見 。 閲 覧 さ れ る 可 能 性 が 増 え ,結 果 と
し て ,投 稿 メ ッ セ ー ジ が 誹 謗 中 傷 や 反 道 徳 的 な 行 為 と
判 断 さ れ ,さ ら に ネ タ と し て 扱 わ れ な が ら 炎 上 へ と 発
展 し て い く と 平 井 (2012)は考 察 し て い る 。
総 務 省 (2015)の調 査 に よ る と ,SNSでの 情 報 拡 散
(Twitterのリ ツ イ ー ト 機 能 な ど )経 験 は ,週 1回以
上 行 つ て い る 人 の 割 合 は 全 体 で 55.3%だっ た 。 そ の う
ち 20代以 下 が 最 も 多 く ,61。2%だっ た 。 同 調 査 で 情 報
を 拡 散 す る 基 準 に つ い て 尋 ね た と こ ろ ,「内 容 に 共 感 し
た か ど う か 」 が 46.2%,次い で 「 内 容 が 面 白 い か ど う
か 」 が 40.4%だつ た 。 年 代 別 で 見 る と ,「内 容 に 共 感 し
た か ど う か 」が ど の 年 代 も 40%程度 で あ る の に 対 し て ,
「 内 容 が 面 白 い か ど う か 」は 20代以 下 が 58.0%と最 も
多 く ,年代 が 高 く な る に つ れ て 一 貫 し て 減 少 し て い た 。
ま た ,悪 意 の あ る 投 稿 経 験 (悪口 ,貶 し ,嘲 笑 ,人 格
否 定 な ど )に 関 す る 質 問 で は , 全 体 で 70%以上 が 経 験
な し と な っ て い た が ,10代と 20代で は 全 体 平 均 か ら
5-10%低か つ た (情報 処 理 推 進 機 構 ,2015)。こ の 結
果 を 誹 謗 中 傷 に 組 み 込 ん で 考 え る と ,面 白 い と 感 じ た
も の の 中 で も 特 に 嘲 笑 的 な 面 白 さ で あ つ た 場 合 ,誹 謗
中 傷 と し て 成 立 し て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。さ ら に ,
若 年 層 は ネ ッ ト 上 で 誹 謗 中 傷 の 被 害 に 遭 い や す い だ け
で な く ,誹 謗 中 傷 に 繋 が る 行 為 を 行 い や す い と い う リ
ス ク が 考 え ら れ る 。
以 上 よ り 本 研 究 で は ,不 公 正 の 知 覚 (以下 ,不 公 正
知 覚 )に基 づ く 側 面 と ,嘲笑 的 な 面 白 さ の 知 覚 (以下 ,
操 作 的 に 嘲 笑 知 覚 と 定 義 )に 基 づ く 側 面 か ら ,誹 謗 中
傷 に つ い て 検 討 し て い く 。
第 3節 抑 制 可 能 性
1.誹謗 中 傷 に よ る 心 理 的 影 響
ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 に よ る 心 理 的 影 響 に 関 し て は ,
海 外 で 多 く の 研 究 が な さ れ て い る 。 加 害 者 別 の ネ ッ ト
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い じ め の 調 査 で は ,知 り 合 い か ら の 被 害 を 受 け た 群 の
抑 う つ 感 の 経 験 率 は 被 害 経 験 な し 群 と ほ ぼ 同 等 で あ る
の に 対 し ,ネ ッ ト 上 で の み 関 わ り の あ る 人 か ら の 被 害
を 受 け た 群 の 抑 う つ 感 の 経 験 率 は 被 害 経 験 な し 群 よ り
も 2.7倍高 い と い う 結 果 と な っ た (Wolak,Mitchell&
Finkelhor,2007)。他 の 調 査 に お い て も ,ネ ッ ト い じ
め 被 害 の 方 が ,身 体 的 ・ 言 語 的 ・ 関 係 性 の ど の い じ め
被 害 よ り も 抑 う つ 感 を 強 く 被 り ,特 に 頻 繁 に 被 害 を 受
け る 人 は 顕 著 に 強 い と い う 結 果 が 示 さ れ て い る (Wang,
Nansel&Iannotti,2011)。 ま た ,ネ ッ ト い じ め を ,
ネ ッ ト 上 で 繰 り 返 さ れ る 意 図 的 な 加 害 行 為 と 定 義 し ,
自 殺 と の 関 連 を 分 析 し た Hinduja&Patchin(2010)
の 研 究 で は ,ネ ッ ト い じ め 被 害 者 は 被 害 経 験 な し の 者
よ り も ,2倍 近 く 自 殺 企 図 率 が 高 い 結 果 が 示 さ れ た 。
さ ら に ,Wolak et al.(2007)の研 究 で は ,知 り 合 い
か ら 被 害 を 受 け た 群 の 方 は 80%以上 が 他 者 に 相 談 し た
が ,ネ ッ ト 上 で の み 関 わ り の あ る 人 か ら 被 害 を 受 け た
群 は 50%程度 し か 相 談 し な か っ た 。 援 助 要 請 に 関 す る
研 究 で も ,ネ ッ ト い じ め に お い て 相 談 行 動 の 抑 制 が 見
ら れ て い る (藤・ 吉 田 ,2014)。
一 方 で ,こ れ ら の 先 行 研 究 の 結 果 と 真 逆 の 結 果 が 示
さ れ て い る 研 究 (Staude‐Muller,Hansen&VOss,
2012)も見 受 け ら れ る 。結 果 の 違 い は ,各研 究 で 定 義 ・
研 究 の 手 続 き ・ 基 準 な ど が 異 な る こ と が 原 因 で あ る こ
と が 考 え ら れ る (Staude‐Muller et al.,2012)。現 在 ,
学 校 の 知 人 か ら 受 け る ネ ッ ト い じ め に 関 す る 研 究 が 多
く ,見 知 ら ぬ 他 者 か ら の 誹 謗 中 傷 に 関 す る 研 究 は あ ま
り 見 ら れ な い 。 し か し ,冒 頭 の 誹 謗 中 傷 例 に も あ る よ
う に ,ネ ッ ト 上 で の 被 害 体 験 は 被 害 者 に と っ て 心 理 的
な 苦 痛 を も た ら す こ と は 明 ら か で あ り ,こ れ に 対 す る
歯 止 め が 必 要 に 思 わ れ る 。
2.結果 の 予 測
攻 撃 の 生 起 に 関 す る モ デ ル は 様 々 な も の が 提 唱 さ れ
て い る 。 攻 撃 行 動 が 起 こ る プ ロ セ ス に 関 し て ,
Anderson&Bushman(2002)は,こ れ ま で の 攻 撃 性
に 関 す る 理 論 を 統 合 し た 一 般 的 攻 撃 性 モ デ ル (GAM:
General Agression Model)を提 唱 し て お り , こ れ は
現 在 で は 主 流 の モ デ ル と な っ て い る (寺 口 ・ 釘 原 ,
2013)。こ の モ デ ル に よ る と ,攻撃 行 動 は 「 入 力 」,「経
路 」,「結 果 」 の 3つの 段 階 を 経 て 生 起 す る と 述 べ ら れ
て い る 。 第 一 段 階 の 「 入 力 」 で は ,性 格 や 態 度 な ど の
個 人 要 因 と ,脅 威 や ス ト レ ス な ど の 状 況 要 因 の 間 で 相
互 作 用 が 起 こ る 。 そ の 結 果 ,個 人 の 認 知 ・ 感 情 。 覚 醒
が 影 響 を 受 け ,内 的 状 態 が 変 化 す る 。 こ れ が 第 二 段 階
の 「 経 路 」 と 呼 ば れ る 。 そ の 後 ,攻 撃 行 動 へ と 繋 が る
動 機 付 け が 形 成 さ れ る 段 階 で あ る 「 結 果 」 の 段 階 へ と
移 る 。 こ の 段 階 で は よ、り 複 雑 な 認 知 的 評 価 と 意 思 決 定
が 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 直 接 評 価 と 再 評 価 と い う 2種
類 の プ ロ セ ス に 大 別 さ れ る 。 前 の 段 階 か ら 生 じ た 内 的
状 態 か ら 直 接 攻 撃 動 機 づ け が 喚 起 さ れ る こ と を 直 接 評
価 と い い ,こ れ は 自 動 的 に 生 じ る た め 個 人 の 意 識 的 制
御 が 及 び に く い 。 直 接 評 価 に よ つ て 生 じ た 行 為 は 衝 動
的 行 為 と 呼 ば れ る 。 一 方 で ,直 接 評 価 に 対 し て 制 御 的
に 働 き か け ,直 接 評 価 が 修 正 さ れ る 過 程 が 存 在 す る 。
こ れ は 再 評 価 と 呼 ば れ ,状 況 に 対 し て 直 接 評 価 と は 異
な る 見 方 を 探 ろ う と す る も の で あ る 。 直 接 評 価 の 妥 当
性 を 検 討 す る プ ロ セ ス に も な る た め ,再 評 価 は 直 接 評
価 と 比 べ て よ り 現 実 的 で 適 応 的 な 行 動 を 動 機 づ け る 。
そ の 結 果 生 じ た 行 為 は 熟 慮 的 行 為 と 呼 ば れ る 。
1)熟慮 的 行 為 と 誹 謗 中 傷
伊 藤 (2014)によ る と ,炎 上 に 参 与 す る 人 々 は 2
種 類 に 分 け ら れ る 。 そ れ ぞ れ は ,確 信 犯 的 ・ 愉 快 犯
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的 に 炎 上 を 起 こ す 「 炎 上 さ せ る 人 」 と ,「炎 上 さ せ る
人 」 に 扇 動 さ れ て 本 当 に 怒 り だ し て し ま う 「 炎 上 さ
せ ら れ る 人 」 で あ る 。「炎 上 さ せ ら れ る 人 」 は 一 見 コ
ン ト ロ ー ル を 失 つ て 衝 動 的 に 憤 慨 し て い る よ う に 見
え る が ,実 際 は あ ら ゆ る 内 容 に 反 応 し て い る わ け で
は な く ,憤 慨 す べ き ネ タ を 慎 重 に 選 択 し ,ピ ン ポ イ
ン ト で 憤 慨 し て い る と 伊 藤 (2014)は述 べ て い る 。
こ の よ う な 「 炎 上 さ せ る 人 」と「 炎 上 さ せ ら れ る 人 」
に よ る 一 種 の 共 犯 関 係 か ら 生 じ る 炎 上 は ,意 志 的 に
コ ン ト ロ ー ル さ れ て い る 戦 略 的 な 行 動 の 結 果 ,衝 動
的 な 行 動 が 選 択 さ れ て い る と 同 氏 は 結 論 づ け て い る 。
す な わ ち ,炎 上 に 見 ら れ る 誹 謗 中 傷 は ,熟 慮 的 な 行
為 で あ る 側 面 が 強 い こ と が 考 え ら れ る 。
2)熟慮 的 行 為 と 結 果 予 測
Archer,Fernindez‐Fuertes&Thanzami(2010)
の 研 究 結 果 に よ る と ,熟 慮 的 な 過 程 の 末 生 じ る 攻 撃
は コ ス ト と 利 益 の 査 定 に 左 右 さ れ る 。 換 言 す れ ば ,
結 果 を 如 何 に 予 測 す る か に よ つ て 攻 撃 行 動 の 採 択 が
決 ま る と い う こ と で あ る 。 先 行 研 究 で も ,攻 撃 行 動
に 移 る 前 の 段 階 で ,攻 撃 行 動 が 好 ま し い 結 果 を も た
ら す と い う 肯 定 的 な 評 価 が な さ れ る こ と に よ っ て ,
攻 撃 行 動 が 促 進 さ れ る こ と が 確 認 さ れ て い る
(Crick&Dodge,1996)。
3)第二 者 の 効 果
Felson(1982)のイ ン タ ビ ュ ー 調 査 で は ,攻撃 行
動 を 諌 め る 第 二 者 が い る と 攻 撃 行 動 が 抑 制 さ れ ,扇
動 す る よ う な 第 二 者 が い れ ば 攻 撃 行 動 が 促 進 さ れ る
こ と が 分 か つ て い る 。 大 渕 (1994)は先 行 研 究 を 踏
ま え ,攻 撃 性 が 強 調 さ れ る か 抑 制 さ れ る か は ,観 衆
が そ の 行 動 を 好 ま し い と 評 価 す る か ど う か に あ る 程
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度 規 定 さ れ る と 論 じ て い る 。 Staub(2004安永 訳
2008)によ る と ,傍観 者 が 何 も し な い こ と は 攻 撃 者
を 大 い に 勇 気 づ け ,攻 撃 者 た ち に 自 分 た ち の 行 為 は
正 し い も の で あ る と 認 知 さ せ る 。 こ れ に つ い て 寺
口 ・ 釘 原 (2013)は,ネ ガ テ ィ ブ な 評 価 を 与 え ら れ
て 当 然 で あ る は ず の 行 為 に 対 し て ネ ガ テ ィ ブ な 評 価
が 下 さ れ な い ,つ ま り 傍 観 さ れ る こ と に よ つ て 第 二
者 か ら そ の 行 動 を 容 認 さ れ た と 解 釈 し ,攻 撃 が 促 進
さ れ る と い う 現 象 が 起 き て い る と 考 察 し て い る 。
ま た ,い じ め の 基 本 的 構 造 と し て ,被 害 者 と 加 害
者 ,第 二 者 と し て 観 衆 と 傍 観 者 の 計 四 層 を 想 定 し た
森 田 (1986)は,第 二 者 に よ る 歯 止 め が な い こ と が
い じ め の 長 期 化 ,深 刻 化 の 原 因 と な っ て い る と 指 摘
し て い る 。 つ ま り ,第 二 者 が い じ め に 対 し 否 定 的 な
反 応 を 示 せ ば い じ め は 減 少 す る こ と が 予 想 さ れ る
(清水 。 瀧 野 ,1998)。清 水 ・ 瀧 野 (1998)の研 究
に お い て も ,第 二 者 が 被 害 者 を 擁 護 す る こ と に よ る
い じ め 抑 制 の 可 能 性 と ,第 二 者 の は や し た て や 黙 認
が い じ め の 維 持 に な り 得 る 結 果 が 示 さ れ て い る 。 ネ
ッ ト で は 対 面 場 面 と 異 な り ,情 報 を 聞 き 流 す こ と が
容 易 で あ る う え ,匿 名 性 な ど か ら 第 二 者 の 様 々 な 反
応 が 考 え ら れ る 。 い じ め の 構 造 と 重 な る 部 分 は あ る
が ,ネ ッ ト 特 有 の 反 応 が 見 ら れ る か も し れ な い 。
先 行 研 究 か ら も わ か る よ う に ,第 三 者 の 存 在 は 攻 撃
行 動 の 生 起 に 関 し て 重 要 な 影 響 を 及 ぼ す こ と が 考 え ら
れ る 。 し か し ,先 行 研 究 が 対 象 と し て い る 攻 撃 と ネ ッ
ト の 誹 謗 中 傷 を 比 較 す る と ,攻 撃 的 な や り と り が 生 じ
て い る 場 面 は ネ ッ ト 上 で あ る た め ,第 二 者 と 当 事 者 ら
が 現 実 に 出 会 っ て い る 状 況 と は 異 な っ て い る 。 よ っ て
本 研 究 で は ,主 に 認 知 的 過 程 の 影 響 が 強 い 熟 慮 的 行 為
に 着 目 し ,第 二 者 の 介 入 に よ る 影 響 で は な く ,第 二 者
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の 存 在 を 含 め た 誹 謗 中 傷 行 動 を 行 つ た 結 果 の 予 測 か ら ,
誹 謗 中 傷 の 抑 制 可 能 性 を 探 る こ と と す る 。
3.法的 知 識 と 規 範 意 識
炎 上 な ど の 誹 謗 中 傷 行 動 に は , し ば し ば 個 人 情 報 の
拡 散 や 悪 質 な 書 き 込 み な ど が 見 ら れ る 。 こ れ ら は プ ラ
イ バ シ ー の 侵 害 や 侮 辱 ・ 名 誉 棄 損 な ど の 法 的 な 問 題 が
考 え ら れ る 。 第 1節で 示 し た 警 察 庁 (2015)のデ ー タ
か ら も ,ネ ッ ト の 誹 謗 中 傷 は 社 会 問 題 と し て 見 過 ご せ
な い も の で あ る と 考 え ら れ る 。
1)法的 知 識
情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 倫 理 に 対 す る 意 識 調 査 (情報
処 理 推 進 機 ,2015)によ る と ,「あ る 人 に 対 し て 嘘 の
誹 謗 中 傷 を 公 開 し て 社 会 的 評 価 を 落 と す こ と は 法 的
に 問 題 が あ る が ,そ の 内 容 が 事 実 で あ れ ば 個 人 的 な
理 由 で あ つ て も 法 的 に 問 題 が な い 」 と い う 項 目 は ,
「 そ う 思 う 」 が 8.8%,「ど ち ら と も い え な い 」 が
43.6%だつ た 。 ま た ,「他 人 の プ ラ イ バ シ ー に 関 す る
情 報 を SNSやブ ロ グ で 勝 手 に 公 開 す る 行 為 は ,損賠
賠 償 に 問 わ れ る こ と が あ る 」 と い う 項 目 は ,「そ う 思
わ な い 」 が 9.6%,「ど ち ら と も い え な い 」 が 24.9%
だ つ た 。 中 で も ,10代と 20代で 「 そ う 思 う 」 と 答
え た 割 合 は 50%程度 に と ど ま つ た 。 公 然 と 事 実 を 摘
示 し ,人 の 名 誉 を 棄 損 し た 者 は ,そ の 事 実 の 有 無 に
か か わ ら ず ,3年以 下 の 懲 役 若 し く は 禁 錮 又 は 50万
円 以 下 の 罰 金 に 処 す る ,とい う の が 刑 法 230条1項
の 名 誉 棄 損 の 内 容 で あ り ,高橋 。松 井 (1999)によ
る と ,こ れ は ネ ッ ト 上 の 名 誉 棄 損 に も 適 用 さ れ る 。
さ ら に ,表 現 の 自 由 が あ つ て も プ ラ イ バ シ ー を 侵 害
す る よ う な 表 現 に つ い て は ,不 法 行 為 と し て 損 害 賠
償 を 求 め る こ と も 許 さ れ る (高橋 。松 井 ,1999)。こ
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れ ら か ら ,ネ ッ ト 上 に お け る 誤 つ た 法 的 知 識 の 理 解
や 知 識 不 足 は ,誹 謗 中 傷 行 動 を 招 く 要 因 の 1つに な
つ て い る こ と が 考 え ら れ る 。 そ し て ,特 に 若 年 層 の
法 的 知 識 不 足 が 垣 間 見 え る 。
2)規範 意 識
久 世 ・ 和 田 ・ 鄭 ・ 浅 野 ・ 後 藤 。二 官 ・ 宮 沢 ・ 宗 方 。
内 山 。 平 石 。 大 野 (1988)によ る と ,「規 範 は ,多
く の 者 に よ つ て 共 有 さ れ て い る 価 値 基 準 と そ の 実 現
の た め に と ら れ る べ き 行 為 の 様 式 を さ す 。 そ の 規 範
が 内 面 化 さ れ た も の が 規 範 意 識 で あ る 」。 ま た ,中野
(2015)は,国立 政 策 研 究 所 (2011)が示 す 情 報 モ
ラ ル 教 育 の 内 容 の う ち ,規 範 意 識 は 「 法 の 理 解 と 遵
守 」 の 分 野 に 当 て は ま る と 述 べ て い る 。 す な わ ち ,
法 的 な 知 識 や 規 範 を 理 解 す る だ け で な く ,そ れ が 内
面 化 さ れ 遵 守 で き る こ と が 規 範 意 識 で あ る と 言 え る 。
情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 倫 理 に 対 す る 意 識 調 査 (情報 処
理 推 進 機 ,2015)によ る と ,「炎 上 事 件 の 犯 人 の 個 人
情 報 を 手 に 入 れ た の で ブ ロ グ や SNSに投 稿 し た 」と
い う 項 目 に 関 し て ,対 象 者 の 49%のみ が 問 題 有 り と
判 断 し て い る 。 規 範 意 識 と い う 点 で 考 え る と ,個 人
情 報 の 拡 散 が 法 的 に 誤 つ て い る と 知 識 と し て 理 解 し
て い て も ,そ れ が 悪 い こ と で あ る 。 問 題 の あ る こ と
で あ る と 思 え て い な い と ,誹 謗 中 傷 行 動 の 生 起 の 歯
止 め に な ら な い こ と が 考 え ら れ る 。
ま た ,情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 倫 理 に 対 す る 意 識 調 査
(情報 処 理 推 進 機 ,2015)では ,ネ ッ ト ヘ の 投 稿 の
際 に 心 が け る こ と と し て ,「人 の 感 情 を 害 さ な い よ う
に す る 」,「責 任 が 持 て る 内 容 に す る 」,「他 人 や 企 業
に 迷 惑 を か け な い 内 容 に す る 」 か ど う か を 尋 ね た 。
「 当 て は ま る 」 と 答 え た 人 は ,2013年度 の 調 査 で は
ど の 項 目 も 全 体 の 50%前後 で あ つ た が ,2014年度 で
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は 30-40%へと 減 少 し ,特に 10,20代が 平 均 よ り も
5%以上 低 い と い う 結 果 が 示 さ れ た 。 こ の こ と か ら も
ネ ッ ト 利 用 者 の 規 範 意 識 の 低 さ が 窺 え る 。 そ し て ,
規 範 意 識 も ま た 若 年 層 に お い て 低 さ が 顕 著 で あ る こ
と が わ か る 。
情 報 教 育 学 研 究 会 ・ 情 報 倫 理 教 育 研 究 グ ル ー プ
(2002)によ る と ,誹謗 中 傷 を 含 む ネ ッ ト 上 の 種 々 の
問 題 を 解 決 す る に は ,利 用 者 の モ ラ ル ,法 律 ,技 術 の
3点 か ら の 解 決 策 が 考 え ら れ る 。 本 研 究 に お い て 抑 制
可 能 性 の 変 数 と し て 扱 う 法 的 知 識 と 規 範 意 識 は ,以 上
で 挙 げ ら れ た 法 律 と 利 用 者 の モ ラ ル に 該 当 す る と 思 わ
れ る 。
以 上 よ り ,本 研 究 で は ,行 為 者 が い か に 誹 謗 中 傷 の
結 果 を 予 測 す る か と い う 点 ,そ し て ネ ッ ト 上 の 情 報 発
信 に 関 連 す る 法 的 知 識 と 規 範 意 識 と い う 点 か ら ,ネ ッ
ト 上 の 誹 謗 中 傷 行 動 の 抑 制 可 能 性 を 検 討 す る 。
第 4節 本 研 究 の 独 自 性 と 臨 床 的 意 義
1.独自 性
現 在 イ ン タ ー ネ ッ ト で 生 じ る 攻 撃 に 関 す る 研 究 は ,
知 人 か ら の 被 害 を 対 象 と し た ネ ッ ト い じ め の 研 究 が 多
く 見 受 け ら れ る 。 し か し ,見 知 ら ぬ 他 者 か ら の 誹 謗 中
傷 に 関 す る 研 究 は あ ま り 見 ら れ な い 。 ま た ,以 上 で 述
べ て き た ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 の 生 起 に 関 す る 先 行 研 究
は ,様 々 な 基 礎 研 究 か ら 仮 説 を 提 唱 し て い る に 留 め て
お り ,ネ ッ ト の 誹 謗 中 傷 の 場 合 で は 当 て は ま る か ど う
か の 実 証 的 な 研 究 は な さ れ て い な い 。
さ ら に ,誹 謗 中 傷 の 抑 制 可 能 性 に 関 し て ,事 後 対 応
に 関 す る 研 究 は 多 く な さ れ て い る が ,投 稿 す る 側 に 焦
17
点 を 当 て た 研 究 は 見 当 た ら な い 。
2.臨床 的 意 義
第 3節で 述 べ た よ う に ,ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 が 被 害
者 に 心 理 的 苦 痛 を も た ら す こ と は 明 白 で あ る 。 誹 謗 中
傷 が 生 起 す る メ カ ニ ズ ム と ,それ に 対 す る 抑 制 可 能 性
を 検 討 し ,今後 の 予 防 教 育 や 政 策 提 言 に 寄 与 す る よ う
な 知 見 が 見 出 さ れ れ ば ,ネ ッ ト の 誹 謗 中 傷 と い う 社 会
を 悩 ま せ る 問 題 に 対 す る 解 決 の 糸 日 が 見 つ か る の で は
な い か と ,筆者 は 考 え る 。 ま た ,ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷
は 書 き こ む 者 と 書 き ま れ る 者 と い う 関 係 が 存 在 す る 。
こ れ に 関 す る 理 解 を 深 め る こ と で ,加害 ― 被 害 関 係 を
理 解 す る 新 た な 切 り 口 に な る こ と が 考 え ら れ る 。
第 5節 本 研 究 の 目 的
1。 目 的
以 上 よ り,本研 究 で は ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 行 動 の 生
起 に 関 し て ,匿名 性 ,不公 正 知 覚 と 嘲 笑 知 覚 の 観 点 か
ら 検 証 し,その 抑 制 可 能 性 を 結 果 予 測 と 法 的 知 識 。規
範 意 識 の 観 点 か ら 探 る こ と を 目 的 と す る 。
2.仮説
仮 説 を 以 下 の 通 り に 立 て る 。仮 説 図 を Figure。1に示
す 。
① 不 公 正 知 覚 は 制 裁・報 復 動 機 を 最 も 生 起 さ せ や す い 。
② 不 公 正 知 覚 は 嘲 笑 動 機 を 生 起 さ せ る 場 合 も あ る 。
③ 制 裁 ・ 報 復 動 機 や 嘲 笑 動 機 は 誹 謗 中 傷 行 動 を 生 起 さ
せ や す い 。
④ 匿 名 度 の 高 い 状 況 は 低 い 状 況 よ り も 誹 謗 中 傷 行 動 が
生 じ や す い 。
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⑤ 結 果 予 測 が ネ ガ テ ィ ブ な ほ ど 誹 謗 中 傷 行 動 は 生 じ に
く い 。
⑥ 規 範 意 識 。法 的 知 識 を 有 し て い る ほ ど 誹 謗 中 傷 行 動







第 2章 予 備 検 討
第 1節 目 的
本 研 究 で は 場 面 想 定 法 を 用 い る 。 実 際 の 誹 謗 中 傷 が 起
こ る も と に な っ た 出 来 事 を 調 査 協 力 者 に 提 示 し ,質 問 紙
へ の 回 答 を 求 め る こ と で 誹 謗 中 傷 行 動 の 生 起 と 抑 制 可 能
性 を 探 る 。 予 備 調 査 で 実 際 に 場 面 を 用 い て 調 査 を 行 い ,
そ の 結 果 か ら さ ら に 本 調 査 で 用 い る 場 面 を 選 定 す る た め ,
予 備 検 討 で は 予 備 調 査 で 用 い る 場 面 を 検 討 す る 。
第 2節 方 法
実 際 に 起 こ っ た 誹 謗 中 傷 の も と に な つ た 出 来 事 を 収
集 し ,大学 院 生 4名 と 指 導 教 員 1名で ,ど の 場 面 を 用 い
る の が 適 当 か を 検 討 し た 。
被 害 者 が 心 理 的 苦 痛 を 経 験 す る よ う な 過 激 な 誹 謗 中 傷
に 対 し て の 抑 制 可 能 性 を 探 る の が 本 研 究 の 目 的 で あ る た
め ,用 い る 誹 謗 中 傷 場 面 は ,個 人 情 報 の 拡 散 や 名 誉 棄 損
に あ た る よ う な 不 法 行 為 が 見 ら れ た も の を 対 象 に し た 。
ま た ,不 公 正 知 覚 と 嘲 笑 知 覚 に よ る 誹 謗 中 傷 行 動 の 生 起
に 注 目 す る た め ,そ れ ら が 含 ま れ る と 考 え ら れ る 場 面 を
収 集 し ,ど ち ら か に 偏 り す ぎ な い よ う 場 面 数 で バ ラ ン ス
を 調 整 し た 。 ま た ,場 面 の 内 容 が 重 複 し な い よ う に 配 慮
し た 。
第 3節 結 果 と 考 察
予 備 検 討 を 行 つ た 結 果 ,5つ
(Table.1)。以 下 ,各 場 面 の 内 容
述 す る 。
の 場 面 が 選 出 さ れ た
















1.聴覚 障 害 を 装 い 続 け た 作 曲 家
作 曲 家 Aに よ る 病 歴 詐 称 と 作 曲 者 偽 装 の 事 件 。 聴 力
が 回 復 し て い た こ と を 公 表 せ ず ,「両 耳 の 聞 こ え な い 作
曲 家 」 と し て 身 分 を 偽 り 続 け ,代 作 者 が 作 成 し た 楽 曲
を 自 身 の 名 で 発 表 し 続 け た (共同 通 信 社 ,2014)。
病 歴 を 詐 称 し ,作 曲 者 を 偽 装 し て い た こ と に 関 し て
は ,世 間 を 欺 い て 利 益 を 得 て い た こ と か ら ,不 公 正 知
覚 が 高 く な つ た こ と が 考 え ら れ る 。 そ れ ゆ え ,社 会 的
な 罰 を 与 え た い が た め に 誹 謗 中 傷 が 起 こ っ た と 推 察 さ
れ る 。 ま た ,一 連 の 不 正 を 臆 面 な く こ な し ,自 身 の ド
キ ュ メ ン タ リ ー 番 組 の 出 演 に も 応 じ て い た (日 本 放 送
協 会 ,2014)。こ の こ と か ら ,「ネ タ と し て 面 白 い 」 と
と ら え ら れ ,嘲笑 知 覚 が 高 く な っ た こ と が 考 え ら れ る 。
そ れ ゆ え ,作曲 家 Aの顔 写 真 を 用 い た 悪 質 な 写 真 が 作
ら れ ,ネ ッ ト 上 で 面 白 お か し く か ら か わ れ た と 推 察 さ
れ る 。
2.ピザ 店 ア ル バ イ ト 店 員 の 食 品 い た ず ら
ピ ザ 店 ア ル バ イ ト 店 員 の い た ず ら に よ つ て 誹 謗 中 傷
が 殺 到 し た 事 件 。 ア ル バ イ ト の 学 生 が 食 材 を 顔 面 に 押
し 当 て ,その 光 景 を 収 め た 写 真 を 面 白 お か し く SNSに
投 稿 し た (」‐CASTニュ ー ス ,2013)。
顧 客 に 出 す は ず の 食 材 を 顔 に 押 し 当 て た 行 為 に 関 し
て は ,店 員 と し て あ る ま じ き 行 為 で あ る こ と か ら ,不








社 会 的 な 罰 を 与 え た い が た め に 誹 謗 中 傷 が 起 こ っ た と
推 察 さ れ る 。 ま た ,それ を 悪 び れ る こ と な く SNSに投
稿 す る 様 子 か ら ,「ネ タ と し て 面 白 い 」 と と ら え ら れ ,
嘲 笑 知 覚 が 高 く な っ た こ と が 考 え ら れ る 。 そ れ ゆ え ,
個 人 情 報 の 拡 散 や 所 属 大 学 の 特 定 な ど に よ つ て 本 人 を
困 ら せ よ う と す る 動 き が 起 こ つ た と 推 察 さ れ る 。
3.B市中 学 1年生 男 子 生 徒 殺 害 事 件
中 学 1年生 の 男 子 生 徒 が 少 年 集 団 か ら 暴 行 や 刺 傷 を
受 け ,殺 害 さ れ た 事 件 。 複 数 人 か ら の 殴 打 ,裸 で 川 を
泳 ぐ こ と の 強 要 ,刃 物 で の 切 り つ け な ど を 受 け ,河 川
敷 に 放 置 さ れ た 末 に 亡 く な っ た (産経 ニ ュ ー ス ,2016)。
被 害 男 子 に 対 す る 残 忍 な 行 為 に 関 し て は ,複 数 人 に
よ る 一 方 的 な い じ め に 加 え て 殺 害 し て い る こ と か ら ,
不 公 正 知 覚 が 高 く な つ た こ と が 考 え ら れ る 。そ れ ゆ え ,
犯 人 を 特 定 し て 社 会 的 な 罰 を 与 え た い が た め に 「 犯 人
捜 し 」 が 起 こ り ,複 数 の 人 物 の 名 前 や 顔 写 真 が 拡 散 さ
れ る よ う に な つ た と 考 え ら れ る 。 極 め て 残 忍 で 衝 撃 的
な 事 件 で あ つ た こ と か ら ,嘲 笑 的 な 面 白 さ な ど は 知 覚
さ れ ず ,不公 正 知 覚 の み が 高 く な る こ と が 予 想 さ れ る 。
4.ISによ る 日 本 人 拘 束 事 件 を 真 似 た 高 校 生 ら の 投 稿
高 校 生 が ISによ る 日 本 人 拘 束 事 件 を 真 似 た 写 真 を
SNS上に 投 稿 し た 事 件 。 ネ ッ ト 上 で 話 題 に な り ,生徒
は 画 像 を 削 除 し た が ,転載 さ れ 炎 上 し た (Buzznews.jp,
2015)。
ISを真 似 た 写 真 を SNSに投 稿 し た こ と に 関 し て は ,
不 謹 慎 な 出 来 事 に 対 す る 悪 ふ ざ け で あ る こ と か ら ,不
公 正 知 覚 が 高 く な つ た こ と が 考 え ら れ る 。 そ れ ゆ え ,
社 会 的 な 罰 を 与 え た い が た め に 誹 謗 中 傷 が 起 こ つ た と
推 察 さ れ る 。 ま た ,高 校 生 の 悪 ふ ざ け で あ る こ と に 関
し て ,平井 (2012)が言 う よ う に ,所 属 集 団 か ら の 謹
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慎 処 分 を 通 じ て 嘲 笑 う こ と を 目 的 に ,氏 名 や 高 校 名 ,
進 学 先 な ど が 特 定 さ れ た と 推 察 さ れ る 。
5。 多 数 の 不 正 が 発 覚 し た 研 究
新 型 万 能 細 胞 の 誕 生 と し て 脚 光 を 浴 び た 研 究 が 公 表
さ れ た が ,発表 直 後 か ら 多 く の 疑 惑 が 浮 上 し ,論文 が
撤 回 さ れ た 事 件 。 デ ー タ の 改 ざ ん や 捏 造 ,結果 の 検 証
不 能 な ど ,様 々 な 問 題 が 指 摘 さ れ た (産経 ニ ュ ー ス ,
2014)。
研 究 に 不 正 が あ っ た こ と に 関 し て は ,科 学 者 と し て
誠 実 で な い こ と か ら ,不 公 正 知 覚 が 高 く な つ た こ と が
考 え ら れ る 。 そ れ ゆ え ,社 会 的 な 罰 を 与 え た い が た め
に 誹 謗 中 傷 が 起 こ っ た と 推 察 さ れ る 。 多 く の 人 々 を 落
胆 さ せ た 衝 撃 的 な 事 件 で あ つ た こ と か ら ,嘲 笑 的 な 面
白 さ な ど は 知 覚 さ れ ず ,不 公 正 知 覚 の み が 高 く な る こ
と が 予 想 さ れ る 。
以 上 よ り ,5つの 場 面 を 予 備 調 査 で 用 い る こ と と し た 。
不 公 正 知 覚 の 高 さ と 嘲 笑 知 覚 の 高 さ が 偏 ら な い よ う に 配
慮 し 場 面 を 選 択 し た が ,不 公 正 知 覚 は す べ て 高 い こ と が
予 想 さ れ る 結 果 に な つ た 。 こ れ は 三 浦 (2008)が言 う よ
う に ,炎 上 は 社 会 的 に 不 適 切 な 行 為 に 対 し て 生 じ る も の
で あ る な ら ば ,不 公 正 知 覚 は 必 然 的 に 高 く な る と 考 え ら
れ る か ら で あ る 。 5つ の 場 面 は 今 後 そ れ ぞ れ ,作 曲 家 /
ピ ザ 店 /中 1殺害 /1S/研究 不 正 と 略 記 す る 。
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第 3章 予 備 調 査
第 1節 目 的
本 調 査 で 用 い る 場 面 を 選 定 す る 。 ま た ,場面 に 対 す る
知 覚 ・ 行 動 ・ 動 機 を 調 査 し ,Figure。1で示 し た 以 下 の 仮
説 を 検 証 す る 。
① 不 公 正 知 覚 は 制 裁 ・ 報 復 動 機 を 最 も 生 起 さ せ や す い 。
② 不 公 正 知 覚 は 嘲 笑 動 機 を 生 起 さ せ る 場 合 も あ る 。
③ 制 裁 ・ 報 復 動 機 や 嘲 笑 動 機 は 誹 謗 中 傷 行 動 を 生 起 さ せ
や す い 。
第 2節 方 法
1.調査 協 力 者 と 調 査 時 期
縁 故 法 よ り ,教 育 系 大 学 院 生 61名,総 合 大 学 学 生
75名,社会 人 28名に 質 問 紙 の URLを公 開 し た 。 公 開
期 間 は 2016年7月 16日-8月 6日 。
2.調査 手 続 き
配 布 は メ ー リ ン グ リ ス ト と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ア プ
リ ケ ー シ ョ ン 『 LINE』を 用 い た 。
3.倫理 的 配 慮
質 問 紙 の 内 容 が 記 載 さ れ て い る 画 面 に 移 る 前 に ,ア
ン ケ ー ト の 趣 旨 や 記 入 上 の 注 意 等 を 記 し た ペ ー ジ を 表
示 し た (Appendix‐1)。 個 人 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 や 回 答
が 任 意 で あ る 旨 を 明 記 し た
4.調査 内 容 (Appendix‐2)
フ ェ イ ス シ ー ト の ペ ー ジ で 調 査 協 力 者 の 性 別 と 年 代
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を 尋 ね た 。 そ の 次 の ペ ー ジ か ら 予 備 検 討 で 選 ん だ 場 面
を 1つず つ 提 示 し ,各 場 面 に つ い て 質 問 項 目 へ の 回 答
を 求 め た 。 各 場 面 の 説 明 は 以 下 の 通 り で あ る 。
① 作 曲 家 Aは ,「耳 が 聞 こ え な い 作 曲 家 」 と し て 有 名
だ っ た 。 し か し ,実 際 は 耳 は 聞 こ え て い る 上 ,作 曲
も 他 人 に 任 せ て い た 。
② ピ ザ 店 の ア ル バ イ ト店 員 が ,ピザ 生 地 を 仮 面 に 見 立
て て 顔 面 に 押 し 当 て ,そ の 悪 ふ ざ け を し て い る 写 真
を Twitterや Instagram等の SNSに投 稿 し た 。
③ B市の 中 学 1年生 の 男 子 生 徒 が ,同 じ グ ル ー プ の 複
数 の 少 年 か ら ,殴打 や 刃 物 で 切 り つ け ら れ る な ど の
暴 行 を 加 え ら れ た 上 ,真冬 の 川 を 泳 が さ れ る な ど の
嫌 が ら せ を 受 け た 末 に 殺 害 さ れ た 。 加 害 者 ら は 被 害
者 の 遺 体 を 草 む ら の 深 い と こ ろ に 移 動 し た り,被害
者 の 私 物 を 焼 却 し て 証 拠 隠 滅 を 図 つ た 。
④ 高 校 生 ら が 悪 ふ ざ け で イ ス ラ ム 過 激 派 組 織 「 イ ス ラ
ム 国 (IS)」に よ る 日 本 人 拘 束 事 件 の 場 面 を 想 起 さ
せ る よ う な 写 真 や 動 画 を 撮 り ,TwitterやInstagram
等 の SNSに投 稿 し た 。
⑤ 研 究 者 Cは,画期 的 な 新 し い 研 究 成 果 を 発 表 し ,注
目 を 浴 び た 。 し か し そ の 後 の 調 査 で ,発表 し た 論 文
に 盗 用 。画 像 ね つ 造 ・ デ ー タ 改 ざ ん な ど の 不 正 が 発
覚 し ,論文 は 撤 回 さ れ た 。
質 問 項 目 の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。
a)知覚 項 目 :不公 正 知 覚 は ,山 口 ら (2003)の不 公
正 事 態 の 収 集 方 法 を 参 考 に 作 成 。 具 体 的 に は 「(1)
間 違 つ て い る 」 の 1項目 。 嘲 笑 知 覚 は ,調査 者 が 作
成 。具 体 的 に は 「(2)面白 い 」,「(3)ばか ば か し い 」
の 2項目 。「『  』 に つ い て ,あな た は ど の よ う に 思
わ れ ま す か 。」 と い う 教 示 を 与 え ,「 0。 ま っ た く そ
う 思 わ な い 」 か ら 「3.非常 に そ う 思 う 」 ま で の 4
件 法 で 回 答 を 求 め た 。『
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』 内 は 各 場 面 そ れ ぞ れ ,
作 曲 家 Aの 一 連 の 偽 装 行 為 /ア ル バ イ ト 店 員 の 悪
ふ ざ け /加 害 者 ら の 行 動 /高 校 生 ら の 悪 ふ ざ け /
研 究 者 Cの行 い ,と し た 。
b)その 他 の 知 覚 :「 上 記 の (1)一(3)以外 で ,ほか
に 思 う こ と が あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ い 」 と い う
教 示 を 与 え ,自 由 記 述 を 求 め た 。
c)誹謗 中 傷 行 動 項 目 (複数 選 択 ):実際 の 誹 謗 中 傷 場
面 で 見 ら れ た 投 稿 に 基 づ い て 調 査 者 が 作 成 。 具 体 的
に は ,(1)行為 者 に つ い て 批 判 的 な 意 見 を 投 稿 す る
か も し れ な い (批判 的 意 見 )/(2)行為 者 の 個 人
情 報 を 知 り 得 た ら 投 稿 し て 広 め る か も し れ な い (個
人 情 報 拡 散 )/(3)行為 者 に 関 す る 嘘 の う わ さ を
流 す か も し れ な い (嘘の う わ さ )/(4)行為 者 を
バ カ に し た 内 容 を 書 く か も し れ な い (嘲笑 )/(5)
何 も し な い か も し れ な い /(6)その 他 ,に関 す る 6
項 目 で あ る 。「『  』 に つ い て ,自分 の 身 元 が 特 定 さ
れ な け れ ば ,あな た は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で ど の よ う
な こ と を す る と 思 い ま す か 。「 そ の 他 」 を 選 ん だ 方
は ,ほか に ど の よ う な こ と を す る か を 右 の 空 欄 に ご
記 入 く だ さ い 。 (複数 回 答 可 。 こ こ で の 行 為 者 は <
>を指 す )」 と い う 教 示 を 与 え た 。 < >内 は 各 場
面 そ れ ぞ れ ,作曲 家 A/アル バ イ ト 店 員 /加 害 者 ら
/高校 生 ら/研 究 者 C,とし た 。
d)誹謗 中 傷 行 動 項 目 (択一 ):「前 項 で 選 ん だ 選 択 肢
の 中 で ,あ な た が 最 も す る と 思 う も の は 何 で す か 」
と 教 示 し ,c)と同 じ 項 目 を 提 示 し た 。
e)誹謗 中 傷 動 機 項 目 :大渕 (20H)が攻 撃 の 社 会 的
機 能 と し て 整 理 ・ 分 類 し た 内 容 に 基 づ い て 作 成 。 具
体 的 な 項 目 は ,(1)行為 者 か ら 逃 れ た い か ら (回避 )
/(2)行為 者 や 周 囲 に 自 分 の 印 象 を 与 え た い か ら
(印象 付 与 )/(3)行為 者 に 仕 返 し を し た い か ら
(報復 )/(4)行為 者 の 判 断 や 行 動 を 変 え た い か
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ら (影響 )/(5)自分 の 印 象 を 守 り た い か ら (印
象 保 護 )/(6)行為 者 に 社 会 的 な 罰 を 与 え た い か
ら (制裁 )/(7)行為 者 か ら 自 分 を 守 り た い か ら
(防衛 )/(8)行為 者 を 自 分 の 意 見 に 従 わ せ た い
か ら (強制 ),の8項目 で あ る 。 d)で選 ん だ も の に
対 す る 動 機 と し て 尋 ね た 。「前 項 で 選 ん だ も の に つ い
て お 尋 ね し ま す 。 ど う し て そ の よ う に 思 わ れ ま し た
か 。 (こ こ で の 行 為 者 は < >を 指 す )」 と い う 教 示
を 与 え ,「0.まっ た く そ う 思 わ な い 」 か ら 「3.非常
に そ う 思 う 」 ま で の 4件法 で 回 答 を 求 め た 。 < >
内 は 各 場 面 そ れ ぞ れ ,作 曲 家 A/アル バ イ ト 店 員 /
加 害 者 ら/高校 生 ら /研 究 者 C,とし た 。
f)その 他 の 誹 謗 中 傷 動 機 :「 上 記 の (1)一(8)以外
で ,ほ か に 思 う こ と が あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ
い 。」 と い う 教 示 を 与 え ,自 由 記 述 を 求 め た 。
第 3節 結 果





















全 回 答 の う ち 欠 損 値 が 含 ま れ る も の を 除 去 し ,計 35
の デ ー タ を 分 析 に 用 い た 。 有 効 回 答 率 は 21.3%。回 答
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者 属 性 は Table。2に示 し た 。
誹 謗 中 傷 行 動 の 択 一 の 項 目 に お い て ,「 何 も し な い
か も し れ な い 」 と 回 答 し た 者 を 「 誹 謗 中 傷 な し 」 ,そ
れ 以 外 を 回 答 し た 者 を 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 と 群 分 け し て
分 析 を 行 つ た 。 そ の 結 果 ,各 場 面 に お け る 「 誹 謗 中 傷
あ り 」 の 人 数 は ,「作 曲 家 」 が 7名,「 ピ ザ 店 」 が 10
名 ,「 中 1殺害 」 が 12名,「IS」 が 10名,「研 究 不










2.29  .488    2.00
2.70  .675     3.00
3.00  .000    3.00
2.40  .966    3.00
2.50  .707     3.00
2.33  .555    2.00
2.52 .714    3.00
2.95  .213    3.00
2.25  .794    2.00











不 公 正 知 覚 に 関 し て は ,記述 統 計 量 か ら ,誹謗 中 傷
の 有 無 に か か わ ら ず ど の 場 面 も 「 2。 そ う 思 う 」以 上 を
回 答 す る 者 が 多 い こ と が 示 さ れ た (Table。3) そ の 中
で も 「 中 1殺害 」 の 場 面 は 両 群 と も 最 も 不 公 正 知 覚 が
高 か つ た 。 ま た ,「作 曲 家 」 の 場 面 以 外 は 「 誹 謗 中 傷
あ り 」の 方 が 不 公 正 知 覚 が わ ず か に 高 い 結 果 と な っ た 。
嘲 笑 知 覚 は ,「面 白 い 」 と 「 ば か ば か し い 」 の 両 項
目 と も 「2.そう 思 う 」 以 上 を 答 え た 場 合 に 「 嘲 笑 知 覚
あ り 」 と カ ウ ン ト し た 。 嘲 笑 知 覚 が あ っ た も の は 以 下
に 示 す と お り で あ る (Table。4)。嘲 笑 知 覚 が 最 も 見 ら
れ た の は 「 作 曲 家 」 で ,「 中 1殺害 」 で は 嘲 笑 知 覚 は
見 ら れ な か っ た 。 IIFjI笑知 覚 が あ っ て も ,「誹 謗 中 傷 な
し 」 の 人 の 方 が 多 か つ た 。 ま た ,複数 の 場 面 に お い て
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嘲 笑 知 覚 が あ る 者 は 4名で ,2つの 場 面 に み ら れ た 。













そ の 他 の 知 覚 に 関 し て 自 由 記 述 を 求 め た と こ ろ ,6
名 が 回 答 し た 。 「 作 曲 家 」 で は 「 な ぜ そ ん な こ と を し
た の だ ろ う 」 と い つ た 回 答 ,「 ピ ザ 店 」 で は 「 不 衛 生 」
と い つ た 回 答 ,「 中 1殺害 」 で は 「 許 せ な い 」 と い っ
た 回 答 ,「 IS」 で は 「 被 害 者 の 気 持 ち を 考 え た こ と が
あ る か 」 と い つ た 回 答 ,「 研 究 不 正 」 で は 「 恥 ず か し
い 」 と い つ た 回 答 が 見 ら れ た 。 し か し ,各 場 面 に 共 通
す る よ う な 回 答 は な か っ た 。
3.誹謗 中 傷 行 動
誹 謗 中 傷 行 動 に 関 す る 結 果 は Table.5に示 さ れ た と
お り で あ る 。 複 数 選 択 で は ,ど の 場 面 で も 「 何 も し な
い 」 を 選 ぶ 人 が 最 も 多 く , 70%程度 だ っ た 。 次 い で ,
「 批 判 的 意 見 」 を 選 択 す る 人 が 多 く ,ど の 場 面 も 40%
程 度 だ っ た 。 し か し ,「 中 1殺害 」 の み ,「 批 判 的 意
見 」 が 「 何 も し な い 」 と ほ ぼ 同 程 度 の 人 数 だ つ た 。 「 ピ
ザ 店 」 は 「 嘲 笑 」 を 選 択 す る 人 が 他 の 場 面 よ り も 多 か
っ た 。 ま た ,わ ず か で は あ る が ,「 個 人 情 報 拡 散 」 と
「 嘘 の う わ さ 」 を 選 択 す る 人 も い た 。
択 一 の 誹 謗 中 傷 行 動 で は ,ど の 場 面 で も 「 何 も し な
い 」 を 選 ぶ 人 が 最 も 多 く ,70%程度 だ っ た 。 次 い で ,
「 批 判 的 意 見 」 を 選 択 す る 人 が 多 く ,ど の 場 面 も 20%
程 度 だ つ た が ,「 中 1殺害 」 の み ,「 批 判 的 意 見 」 が
30%以上 だ っ た 。 ま た ,「 個 人 情 報 拡 散 」 と 「 嘘 の う
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わ さ 」 を 選 択 す る 人 は い な か っ た 。 「 嘲 笑 」 に 関 し て
は ,1割未 満 が 選 択 し て い た が ,「 中 1殺害 」 の み 選
択 者 が 見 ら れ な か っ た 。
Table.5誹謗中傷行動項目の回答人数 :複数 (%)














































4.誹謗 中 傷 動 機
記 述 統 計 量 か ら ,5つの 場 面 と も 「 誹 謗 中 傷 あ り 」
に お い て ,制裁 動 機 が 高 い こ と が 見 出 さ れ た (Table.6)。
特 に「 中 1殺害 」が 他 の 場 面 よ り も 高 い こ と が わ か る 。
ま た ,「 ピ ザ 店 」 と 「 IS」 に お い て は ,影 響 動 機 の 高
さ も 見 出 さ れ た 。 他 の 動 機 の 存 在 は ほ と ん ど 見 ら れ な
か つ た 。 一 方 ,「 誹 謗 中 傷 な し 」 に お い て は ,ど の 動
機 の 存 在 も 低 い こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た ,誹 謗 中 傷 し
な い に も か か わ ら ず ,報復 ・ 影 響 ・ 制 裁 動 機 と い っ た ,
何 か 行 為 を 行 う こ と を 前 提 と し た 動 機 に 回 答 し た 者 も
わ ず か に 見 ら れ た 。
回 答 が 偏 つ て い る こ と が 考 え ら れ る た め ,次 に ,回




作曲家 腱 ョ″  "  Meこan  Modeノンban  SI'  Meとan  Mode
逃避   (1)行為者から逃れたいから
印象付与 (2)行為者や周囲に自分の印象を与えたいから
報復   (3)行為者に仕返しをしたいから
影響   (4)行為者の判断や行動を変えたいから
印象保護 (5)自分の印象を守りたいから
制裁   (6)行為者に社会的な罰を与えたいから
防衛   (7)行為者から自分を守りたいから
強制   (8)行為者を自分の意見に従わせたいから
0.14  038     0.00
0.43  0.79     0.00
043  113     000
071  0.95     000
0.29  0.49     000
1.43  0.79     2.00
0.14  0.38     0.00
0.14  0.38     000
.22  0.51     0.00
19  0.48     0.00
.15  046     0.00
33  062     0.00
.56  0.97     000
.33  0.62     0.00
26  0.71     0.00

















ピザ店 腱 a19  "  Meとan  Mode腱 ′″  "  Medan  Mode
逃避   (1)行為者から逃れたいから
印象付与 (2)行為者や周囲に自分の印象を与えたいから
報復   (3)行為者に仕返しをしたいから
影響   (4)行為者の判断や行動を変えたいから
印象保護 (5)自分の印象を守りたいから
制裁   (6)行為者に社会的な罰を与えたいから
防衛   (7)行為者から自分を守りたいから
強制   (8)行為者を自分の意見に従わせたいから
0.10  0.32     0.00
0.20  063     0.00
050  0.85     0.00
150  1.18     2.00
0.30  0.48     0.00
1.50  1.08     2.00
0.40  070     000
0.60  084     0.00
.28  0.61     000   0.00
.20  0.50     0.00   0.00
20  0.50     000   0.00
40  0.71     000   0.00
.60  1.04     0.00   0.00
.36  0.76     0.00   0.00
.32  0.80     0.00   000









中1殺害 ソンb′″  "  Meぬan  Mode腱 ′″  `辺
'  Meと
an  Mode
逃避   (1)行為者から逃れたいから
印象付与 (2)行為者や周囲に自分の印象を与えたいから
報復   (3)行為者に仕返しをしたいから
影響   (4)行為者の判断や行動を変えたいから
印象保護 (5)自分の印象を守りたいから
制裁   (6)行為者に社会的な罰を与えたいから
防衛   (7)行為者から自分を守りたいから
強制   (8)行為者を自分の意見に従わせたいから
0.00  000     0.00
0.25  0.87     0.00
1.17  1.34     0.50
1.17  134     0.50
0.25  062     0.00
2.42  0.90     300
017  0.58     0.00
0.50  100     0.00
36  0.73     0.00   000
.41  0.80     0.00   0.00
0.32  0.65     0.00   0,00
0.45  0,74     000   0.00
27  0.63     000   0.00
.59  1.01     0.00   000
.41  0.80     0.00   0.00









擁 ′″  "  Medan  Mode腱 ′″  `運
'  Meこ
an  Mode
逃避   (¬)行為者から逃れたいから
印象付与 (2)行為者や周囲に自分の印象を与えたいから
報復   (3)行為者に仕返しをしたいから
影響   (4)行為者の判断や行動を変えたいから
印象保護 (5)自分の印象を守りたいから
制裁   (6)行為者に社会的な罰を与えたいから
防衛   (7)行為者から自分を守りたいから
強制   (8)行為者を自分の意見に従わせたいから
020  042     0.00
0.30  0.67     0.00
0.80  1.03     0.50
1.50  118     2.00
0.30  0.48     000
150  0,97     2.00
020  0.42     0.00
0.60  0.97     000
064     0.00   000
0.45     0.00   000
0.20     0.00   0.00
0.71     0.00   0.00
0.92     000   0.00
064     0.00   000
074     0.00   0.00

















研究不正 腱 ′″  "  Meとan  Modeノンしョ″  6Zフ  Medan  Mode
逃避   (1)行為者から逃れたいから
印象付与 (2)行為者や周囲に自分の印象を与えたいから
報復   (3)行為者に仕返しをしたいから
影響   (4)行為者の判断や行動を変えたいから
印象保護 (5)自分の印象を守りたいから
制裁   (6)行為者に社会的な罰を与えたいから
防衛   (7)行為者から自分を守りたいから
強制   (8)行為者を自分の意見に従わせたいから
0.20  0.42     000
0.30  0.67     0.00
030  0.67     0.00
090  129     0.00
0.10  0.32     000
1.50  085     2.00
0.10  0.32     000









9  0.29     0.00   000
.26  0.62     000   0.00
.09  029     0.00   0.00
.26  062     0.00   0.00
43  0.90     0.00   000
26  0.69     000   0.00
.17  0.49     0.00   0.00
13  034     0.00   0.00
誹 謗 中 傷 動 機 の 項 目 に お い て ,
を 回 答 し た 人 数 と 誹 謗 中 傷 行 動 の
「 2.
各 群
そ う 思 う 」 以 上
に お け る 割 合 を
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表 に 示 し て い る (Table.7)。「 誹 謗 中 傷 あ り 」 に 関 し
て ,Table.6の誹 謗 中 傷 動 機 の 記 述 統 計 量 の 結 果 と 同
様 ,ど の 場 面 も 半 数 以 上 が 制 裁 動 機 に 回 答 し て お り ,
特 に 「 中 1殺害 」 は 90%に達 す る な ど ,制 裁 動 機 の 回
答 率 の 高 さ が 日 立 っ た 。 影 響 動 機 の 高 さ も 回 答 率 か ら
う か が わ れ る 。 記 述 統 計 量 で は 低 い 値 と な っ て い た 報
復 動 機 に 関 し て も ,「 中 1殺害 」で は 40%程度 見 ら れ ,
「 IS」 や 「 研 究 不 正 」 で は 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の み に 回
答 が あ る な ど ,報 復 動 機 の 存 在 も 示 唆 さ れ た 。
「 誹 謗 中 傷 な し 」 に 関 し て は ,記 述 統 計 量 の 結 果 で
は 全 体 的 に 値 が 低 か つ た た め ,ど の 動 機 も 存 在 し な い
よ う に 見 え た 。し か し ,回答 人 数 と そ の 割 合 で 見 る と ,
逃 避 ・ 印 象 保 護 ・ 防 衛 動 機 の 項 目 は ,「誹 謗 中 傷 な し 」
の 方 が 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 よ り も 回 答 が 多 か つ た り ,「誹
謗 中 傷 な し 」 の み に 回 答 が 見 ら れ る こ と が わ か っ た 。
「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の う ち ,嘲 笑 知 覚 を 持 つ 者 の 回 答
を 見 る と ,当 て は ま っ た 動 機 は ,印 象 付 与 2名,報 復
1名,影響 3名,制裁 4名,強制 1名 だ つ た 。
Table.7誹謗中傷動機ありの人数(%)




1(3.0  1(3.6) 1(3.0 2(7.1)
4(57.1)






6(24   2(8.0 3(12.0) 2(8.0
中1殺害 あり(ⅣL12)
なしい昨23)
1(8.3)  5(41.7) 5(41.7)
2(8.つ 2(8.つ 3(13.0
1(8.3)  11(91.7)   1(8.3) 2(16.7)




1(4.0      3(12.0)
6(60.0)     1(lo.0
  1(4.0 2(8.0)
研究不正 あり0峰10)
なしい■25)
1(10.0 1(10.0)3(30.0)       7(70.0
2(8.0)            2(8.0)   4(16.0)    1(4.0)   1(4.0)
動 機 の 自 由 記 述 に 関 し て は ,これ も 知 覚 の 自 由 記 述
の と き と 同 様 ,複数 の 場 面 に 通 ず る 記 述 は 見 当 た ら な
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か っ た 。 し か し,「作 曲 家 」 で は ,「 関 心 が 無 い 」 ,
「 興 味 が 無 い 」 と い つ た 無 関 心 さ ,「研 究 不 正 」で は ,
「 本 当 の こ と か 否 か わ か ら な い の で 何 も 言 え な い 」 と
い つ た 情 報 不 足 さ を 指 摘 す る も の が 見 ら れ た 。
5。 仮 説 と の 比 較
「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の 不 公 正 知 覚 を 平 均 値 の 高 い 順 に
並 べ る と ,「中 1殺害 」 ,「ピ ザ 店 」 ,「研 究 不 正 」 ,
「 IS」,「作 曲 家 」 と な っ た 。 同 様 に ,制裁 動 機 も 「 中
1殺害 」 ,「ピ ザ 店 」 ,「研 究 不 正 」 と 「 IS」 が 同 率 ,
「 作 曲 家 」 の 順 と な っ て お り,不公 正 知 覚 の 高 さ と 制
裁 動 機 の 高 さ は 概 ね 連 動 し て い た 。 し か し,報復 動 機
に 関 し て は わ ず か に 見 ら れ る も の の ,影響 動 機 の 方 が
高 い 結 果 と な っ て い た 。 そ の た め ,仮説 ① の 「 不 公 正
知 覚 は 制 裁 ・ 報 復 動 機 を 最 も 生 起 さ せ や す い 」 は ,一
部 支 持 さ れ た 結 果 と な つ た 。
仮 説 ② は 「 不 公 正 知 覚 は 嘲 笑 動 機 を 生 起 さ せ る 場 合
も あ る 」 だ つ た が ,自 由 記 述 か ら 抽 出 で き な か っ た た
め 不 支 持 と な っ た 。 仮 説 ③ の 「 制 裁 。報 復 動 機 や 嘲 笑
動 機 は 誹 謗 中 傷 行 動 を 生 起 さ せ や す い 」 も ,影響 動 機
の 存 在 と 嘲 笑 動 機 の 抽 出 失 敗 か ら ,一部 支 持 と な っ た 。
第 4節 考 察
1,知覚
不 公 正 知 覚 に 関 し て は ,5つの 場 面 と
つ た 。 内 容 に 関 わ ら ず ,誹謗 中 傷 が 起 こ
高 い 値 と な
よ う な 場 面
は 不 公 正 知 覚 を 喚 起 さ せ る と 考 え ら れ る 。 記 述 統 計 量
の み を 見 る と ,誹 謗 中 傷 を す る 人 も し な い 人 も 尺 度 の
最 高 得 点 に 近 い 不 公 正 知 覚 を 持 っ て い た た め ,不 公 正





と が 考 え ら れ る 。 嘲 笑 知 覚 に 関 し て も 同 様 に ,嘲 笑 知
覚 を 有 し て い て も 誹 謗 中 傷 行 動 を 選 択 し た 者 の 方 が し
な い 者 よ り も 少 な か っ た た め ,知 覚 の 有 無 の み で 誹 謗
中 傷 行 動 の 選 択 は 説 明 で き な い こ と が 示 唆 さ れ た 。
2.誹謗 中 傷 行 動
複 数 選 択 で は 「 嘘 の う わ さ 」 や 「 個 人 情 報 拡 散 」 の
項 目 へ の 回 答 が 見 ら れ た が ,択一 で は 選 ば れ な か っ た 。
不 法 行 為 に な る よ う な 誹 謗 中 傷 を 選 択 し な い
予 備 調 査 の 協 力 者 層 は ,実際 の 誹 謗 中 傷 を 行
質 的 に 異 な つ て い た こ と が 考 え ら れ る 。
択 一 で は ,5つの 場 面 の 中 で も 「 中 1殺害 」 は 誹 謗
中 傷 行 動 の 選 択 が 最 も 多 く ,「 作 曲 家 」 は 最 も 少 な か
つ た 。 「 中 1殺害 」 の 場 面 は 不 公 正 知 覚 が 最 も 高 く ,
「 作 曲 家 」 は 不 公 正 知 覚 が 最 も 低 い 場 面 で あ る 。 こ れ
ら か ら ,不 公 正 知 覚 の 高 さ と 誹 謗 中 傷 行 動 の 関 連 が 示
唆 さ れ た 。
3.誹謗 中 傷 動 機
「 誹 謗 中 傷 あ り 」 に お い て ,ど の 場 面 も 制 裁 動 機 が
最 も 高 い 結 果 と な っ た 。 し か し ,全 場 面 と も 不 公 正 知
覚 が 高 い た め ,不 公 正 知 覚 の 効 果 が ゆ え に 制 裁 動 機 が
高 ま っ て い る と は 言 い 難 い 。 ま た ,報 復 動 機 よ り も 影
響 動 機 の 方 が 高 い 結 果 と な っ た 。 仕 返 し を 与 え た い と
い う よ り も ,相 手 の 行 動 を 変 え た い と い う 動 機 の 存 在
が 示 唆 さ れ た 。
「 誹 謗 中 傷 な し 」 に お い て は ,逃 避 ・ 印 象 保 護 ・ 防
衛 動 機 の 存 在 が 示 唆 さ れ た 。 こ れ ら は 自 身 の 身 を 案 じ
た も の と 考 え ら れ ,誹 謗 中 傷 す る こ と に 対 し て 否 定 的
な 結 果 予 測 を 行 つ た 結 果 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。
抑 制 可 能 性 と し て の 否 定 的 な 結 果 予 測 を 示 唆 す る も の






も か か わ ら ず ,制 裁 動 機 や 影 響 動 機 な ど ,何 か 行 為 を
行 う こ と を 前 提 と し た 動 機 に 回 答 し て い る 者 が 見 ら れ
た 。 誹 謗 中 傷 動 機 の 問 い の 教 示 文 は ,「 前 項 で 選 ん だ
も の に つ い て お 尋 ね し ま す 。 ど う し て そ の よ う に 思 わ
れ ま し た か 。」 で あ っ た た め ,前項 で 選 ん だ 行 動 の 動 機
へ の 焦 点 化 が 不 十 分 だ つ た こ と が 考 え ら れ る 。 こ れ に
関 し て は ,本 調 査 で 教 示 文 を 工 夫 す る こ と に し た 。
「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の う ち 嘲 笑 知 覚 が 見 ら れ た 人 の 回
答 数 を 見 る と ,同様 に 制 裁 動 機 と 影 響 動 機 が 多 か っ た 。
FjI笑知 覚 と 不 公 正 知 覚 の 違 い に よ つ て 誹 謗 中 傷 を す る
動 機 に 質 的 な 差 は な い と 考 え ら れ る 。 ま た ,嘲 笑 動 機
を 自 由 記 述 か ら 抽 出 す る こ と を 試 み た が ,類 似 の 記 述
は 得 ら れ な か っ た 。 広 辞 苑 第 六 版 (2008)によ る と ,
嘲 笑 と は ,「 あ ざ け つ て 笑 い も の に す る こ と 」で あ る 。
そ の た め ,抽 出 に 失 敗 し た 原 因 と し て ,社 会 的 望 ま し
さ の 影 響 が 考 え ら れ る 。 社 会 的 に 望 ま し く な い も の で
あ る 故 ,調 査 協 力 者 の 方 か ら 自 発 的 に 記 述 す る こ と が
無 か っ た と 推 察 さ れ る 。 し た が っ て ,本 調 査 で は 項 目
を 設 け ,明 確 に 文 章 と し て 記 す 。
4。 本 調 査 に 向 け て
「 作 曲 家 」は ,不公 正 知 覚 が 5つの 場 面 で 最 も 低 く ,
嘲 笑 知 覚 が 見 ら れ た 人 数 が 最 も 多 か っ た 。 誹 謗 中 傷 行
動 の 選 択 は 全 場 面 で 最 も 少 な か っ た 。 「 ピ ザ 店 」 は ,
嘲 笑 知 覚 が 「 作 曲 家 」 に 次 い で 多 い 。 他 場 面 よ り も 誹
謗 中 傷 行 動 と し て 「 嘲 笑 」 が 多 く 選 ば れ た 。 「 中 1殺
害 」 が 最 も 高 く ,嘲 笑 知 覚 が 見 ら れ な か っ た 。 「 IS」
と 「 研 究 不 正 」 は ,不 公 正 知 覚 も 嘲 笑 知 覚 も 全 場 面 に
お い て 突 出 し た 特 徴 が あ る わ け で は な か っ た 。 ま た ,
自 由 記 述 の 内 容 で は ,「 作 曲 家 」 は 関 心 の 低 さ ,「 研
究 不 正 」 は 事 件 の 真 相 の 不 明 さ が 見 ら れ て い た た め ,
回 答 の 際 に こ れ ら の 要 因 が 働 く こ と が 考 え ら れ る 。 し
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た が つ て ,本調 査 で は こ の 2場面 を 除 外 し ,「 ピ ザ 店 」
を 嘲 笑 知 覚 が 高 い 場 面 と し て ,「 中 1殺害 」 を 不 公 正
知 覚 の 高 い 場 面 と し て ,「 IS」 を 両 知 覚 と も あ る 場 面
と し て ,3つの 場 面 に 絞 つ て 調 査 を 行 う こ と に し た 。
予 備 調 査 で は サ ン プ ル 数 の 影 響 で 統 計 を 用 い る こ と
が 叶 わ な か っ た た め ,記 述 統 計 や 回 答 人 数 か ら の 推 測
に 留 ま つ た 。 そ の 結 果 ,誹 謗 中 傷 の き っ か け と な っ た
場 面 に 対 し て ,不 公 正 知 覚 が 高 い こ と ,社 会 的 な 罰 を
与 え る こ と や 行 為 者 の 言 動 を 変 え た い な ど の 動 機 の も
と に 誹 謗 中 行 動 を 起 こ す 人 が 多 い こ と ,誹 謗 中 傷 し な
い 人 は 自 身 の 身 を 案 じ た 結 果 行 動 を 起 こ し て い な い 可
能 性 が あ る こ と ,不 公 正 知 覚 の 高 さ と 制 裁 動 機 の 高 さ
が 関 連 し て い る 可 能 性 が あ る こ と な ど が 見 出 さ れ た 。
本 調 査 で は サ ン プ ル 数 を 増 や し ,量 的 な 検 討 を 加 え て
こ れ ら を 実 証 し ,さ ら に 抑 制 可 能 性 も 検 討 す る 。
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第 4章 本 調 査
第 1節 目 的
誹 謗 中 傷 の き つ か け と な つ た 場 面 に 対 す る 知 覚 ・ 動
機 。行 動 間 の 関 連 を 量 的 に 実 証 し ,誹 謗 中 傷 の 抑 制 可 能
性 を 検 討 す る 。
第 2節 方 法
1.調査 協 力 者 と 調 査 時 期
縁 故 法 よ り,学生 と 社 会 人 を 含 む 1,008名に 質 問 紙
URLを公 開 し た 。 URLの公 開 期 間 は 2016年 11月
日 9:00-11月 23 日 24:00。
2.調査 手 続 き
配 布 は ,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ア プ リ ケ ー シ ョ ン
『 LINE』と ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー キ ン グ サ ー ビ ス
『 Facebook』を 使 用 し た 。 調 査 者 の 知 人 計 34名に 連
絡 し,LINEを用 い て 質 問 紙 URLの配 布 を 依 頼 し た 。
そ の 際 ,グル ー プ 宛 と 個 人 宛 は 間 わ な い こ と に し た 。
配 布 協 力 者 の う ち 1名が ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー キ ン グ
サ ー ビ ス 『 Twitter』(公開 制 限 あ り)で の 募 集 ,1名
が 公 開 制 限 あ り の Facebookでの 募 集 ,1名が LINEの
タ イ ム ラ イ ン で の 募 集 を 行 つ た 。
回 答 締 め 切 り の 前 日 の 正 午 か ら ,上記 34名に 再 度
連 絡 を と り,その う ち 連 絡 が つ い た 32名に リ マ イ ン
ダ の 送 付 を 依 頼 し た 。
3.倫理 的 配 慮





ン ケ ー ト の 趣 旨 や 記 入 上 の 注 意 等 を 記 し た ペ ー ジ を 表
示 し た (Appendix‐3)。 調 査 協 力 者 の プ ラ イ バ シ ー が 守
ら れ る こ と ,調 査 協 力 の 拒 否 や 回 答 途 中 で の 辞 退 が 可
能 で あ る こ と な ど を 明 記 し た 。
4.調査 内 容 (Appendix‐4)
フ ェ イ ス シ ー ト に 入 る 前 の ペ ー ジ で ,匿 名 状 況 と 非
匿 名 状 況 に 調 査 協 力 者 を 振 り 分 け る 手 続 き を 導 入 し た 。
『 乱 数 メ ー カ ー 』 <http://mpnets.net/rand/>とい
サ イ ト を 用 い ,リ ン ク を ク リ ッ ク し た 際 に ラ ン ダ ム で
0と 1のい ず れ か が 表 示 さ れ る よ う に 設 定 し た 。 表 示
さ れ た 数 字 を 所 定 の 欄 に 記 入 し ,0の場 合 は 匿 名 状 況 ,
1の場 合 は 非 匿 名 状 況 の 質 問 紙 が 表 示 す る よ う に 割 り
あ て た 。 具 体 的 に は 以 下 b)の項 目 の 教 示 に 違 い が 反 映
さ れ る よ う 設 定 し た 。
フ ェ イ ス シ ー ト の ペ ー ジ で は 調 査 協 力 者 の 性 別 ,年
代 ,所 属 を 尋 ね た 。 そ の 次 の ペ ー ジ に 予 備 検 討 で 選 ん
だ 場 面 を 1つず つ 提 示 し ,各場 面 に つ い て 質 問 項 ロ ヘ
の 回 答 を 求 め た 。 各 場 面 の 説 明 は 以 下 の 通 り で あ る 。
①ピ ザ 店 の ア ル バ イ ト 店 員 が ,ピ ザ 生 地 を 仮 面 に 見 立
て て 顔 面 に 押 し 当 て ,そ の 悪 ふ ざ け を し て い る 写 真
を TwitterやInstagram等の SNSに投 稿 し た 。
②A市 の 中 学 1年生 の 男 子 生 徒 が ,同 じ グ ル ー プ の 複
数 の 少 年 か ら ,殴 打 や 刃 物 で 切 り つ け ら れ る な ど の
暴 行 を 加 え ら れ た 上 ,真 冬 の 川 を 泳 が さ れ る な ど の
嫌 が ら せ を 受 け た 末 に 殺 害 さ れ た 。 加 害 者 ら は 被 害
者 の 遺 体 を 草 む ら の 深 い と こ ろ に 移 動 し た り ,被 害
者 の 私 物 を 焼 却 し て 証 拠 隠 滅 を 図 つ た 。
③高 校 生 ら が 悪 ふ ざ け で イ ス ラ ム 過 激 派 組 織 「 イ ス ラ
ム 国 (IS)」に よ る 日 本 人 拘 束 事 件 の 場 面 を 想 起 さ
せ る よ う な 写 真 や 動 画 を 撮 り ,TwitterやInstagram
等 の SNSに投 稿 し た 。
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質 問 項 目 は 以 下 の 通 り で あ る 。
a)知覚 項 目 :不公 正 知 覚 は ,山 口 ら (2003)の不 公
正 事 態 の 収 集 方 法 を 参 考 に 作 成 。 具 体 的 に は 「(1)
間 違 っ て い る 」 の 1項目 。 嘲 笑 知 覚 は ,調査 者 が 作
成 。具 体 的 に は 「(2)面白 い 」,「(3)ばか ば か し い 」
の 2項目 。「『  』 に つ い て ,あな た は ど の よ う に 思
わ れ ま す か 。」 と い う 教 示 を 与 え ,「 0。 ま っ た く そ
う 思 わ な い 」 か ら 「3.非常 に そ う 思 う 」 ま で の 4
件 法 で 回 答 を 求 め た 。『 』 内 は 各 場 面 そ れ ぞ れ ,
ア ル バ イ ト 店 員 の 悪 ふ ざ け /加 害 者 ら の 行 動 /高
校 生 ら の 悪 ふ ざ け ,と し た 。
b)誹謗 中 傷 行 動 項 目 (複数 選 択 ):実際 の 誹 謗 中 傷 場
面 で 見 ら れ た 投 稿 に 基 づ い て 調 査 者 が 作 成 。 具 体 的
に は ,(1)行為 者 の 個 人 情 報 を 知 り 得 た ら 投 稿 し て
広 め る か も し れ な い (個人 情 報 拡 散 )/(2)行 為
者 の 言 動 を 批 判 す る 内 容 を 書 く か も し れ な い (批判
的 意 見 )/(3)行 為 者 に 関 す る 嘘 の う わ さ を 書 く
か も し れ な い (嘘の う わ さ )/(4)行 為 者 の 悪 口
を 書 く か も し れ な い (悪 口 )/(5)行 為 者 を バ カ
に し た 内 容 を 書 く か も し れ な い (嘲笑 )/(6)何
も し な い か も し れ な い ,の 6項目 で あ る 。
教 示 文 は ,匿名 状 況 の 場 合 ,「『  』 に つ い て ,自
分 の 身 元 が 特 定 さ れ な け れ ば ,あな た は イ ン タ ー ネ
ッ ト 上 で ど の よ う な こ と を す る と 思 い ま す か 。 (複
数 回 答 可 。 こ こ で の 行 為 者 は < >を 指 す )」。 非 匿
名 状 況 の 場 合 ,「『  』 に つ い て ,あな た は イ ン タ ー
ネ ッ ト 上 で ど の よ う な こ と を す る と 思 い ま す か 。 た
だ し ,投稿 と 同 時 に あ な た の 本 名 も 掲 載 さ れ ま す 。
(複数 回 答 可 。 こ こ で の 行 為 者 は < >を 指 す )」。
< >内 は 各 場 面 そ れ ぞ れ ,アル バ イ ト店 員 /加害
者 ら/高校 生 ら ,と し た 。
c)誹謗 中 傷 行 動 項 目 (択一 ):「前 項 で 選 ん だ 選 択 肢
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の 中 で ,あ な た が 最 も す る と 思 う も の は 何 で す か 」
と 教 示 し ,b)と同 じ 項 目 を 提 示 し た 。
d)誹謗 中 傷 動 機 項 目 :大渕 (20H)が攻 撃 の 社 会 的
機 能 と し て 整 理 ・ 分 類 し た 内 容 に 基 づ い て 作 成 。 さ
ら に ,広辞 苑 第 六 版 (2008)に基 づ い て 調 査 者 が 作
成 し た 嘲 笑 動 機 の 項 目 を 追 加 し た 。具 体 的 な 内 容 は ,
(1)行為 者 か ら 逃 れ た い か ら (回避 )/(2)行 為
者 や 周 囲 に 自 分 の 印 象 を 与 え た い か ら (印象 付 与 )
/(3)行為 者 に 仕 返 し を し た い か ら (報復 )/(4)
行 為 者 の 判 断 や 行 動 を 変 え た い か ら (影響 )/(5)
自 分 の 印 象 を 守 り た い か ら (印象 保 護 )/(6)行
為 者 に 社 会 的 な 罰 を 与 え た い か ら (制裁 )/(7)
行 為 者 か ら 自 分 を 守 り た い か ら (防衛 )/(8)行
為 者 を 自 分 の 意 見 に 従 わ せ た い か ら (強制 )/(9)
行 為 者 を バ カ に し て 笑 つ て や り た い か ら (嘲笑 ),の
9項目 で あ る 。 c)で選 ん だ も の に 対 す る 動 機 と し て
尋 ね た 。「 前 項 で 選 ん だ も の に つ い て お 尋 ね し ま す 。
そ れ を 選 ん だ 理 由 を 教 え て く だ さ い 。に こ で の 行 為
者 は < >を 指 す )」 と い う 教 示 を 与 え ,「 0。 ま っ た
く そ う 思 わ な い 」 ～ 「 3.非常 に そ う 思 う 」 の 4件法
で 回 答 を 求 め た 。 < >内 は 各 場 面 そ れ ぞ れ ,ア ル
バ イ ト 店 員 /加 害 者 ら /高 校 生 ら ,と し た
f)結果 予 測 項 目 :大学 生 (平均 年 齢 21.0歳)を 対 象
に ,身 体 的 攻 撃 の 結 果 に 関 す る コ ス ト と 利 益 の 査 定
の 程 度 を 測 つ た ,Archerら(2010)のAggressiOn
Consequences QueStiOnnaireを邦 訳 し て 使 用 し た 。
コ ス ト H項 目 (α=.65),利益 11項目 (α=.70)。e)
で 選 ん だ も の に 関 し て ,「 前 項 で 選 ん だ 行 動 を 行 つ た
後 ,あ な た に ど の よ う な こ と が 起 こ る と 思 い ま す か 。
前 項 で『 何 も し な い か も し れ な い 』と 回 答 し た 方 も ,
何 も し な か つ た 場 合 ど の よ う な こ と が 起 こ る と 思 う
か で お 答 え く だ さ い 」 と 教 示 し ,「 0。 ま っ た く そ う
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思 わ な い 」 か ら 「3.非常 に そ う 思 う 」 ま で の 4件法
で 回 答 を 求 め た 。
g)法的 知 識 ・ ネ ッ ト 特 性 知 識 項 目 :各場 面 に つ い て 以
上 の a)一f)の回 答 を 求 め た 後 ,独 立 し た ペ ー ジ で 回
答 し て も ら つ た 。人 巻・ 橿 淵 。堀 内・ 熊 崎 。鈴 木 (2012)
が 作 成 し た ,適 切 な 情 報 発 信 を 行 う 上 で 必 要 と な る
ネ ッ ト 上 で の 情 報 発 信 の 知 識 に つ い て の 理 解 度 を 測
定 す る 「 ネ ッ ト 上 に お け る 情 報 発 信 知 識 尺 度 」 を 参
考 に 作 成 し た 。 下 位 尺 度 は ,名 誉 棄 損 や 侮 辱 に 当 た
る よ う な 行 為 に 関 す る 「 情 報 発 信 に 関 す る 法 知 識 (6
項 目 ,α=.71)」と ,ネ ッ ト の 技 術 的 な 特 性 に 関 す る
「 情 報 発 信 時 に お け る ネ ッ ト 特 性 知 識 (6項 目 ,
α=.80)」が あ る 。 本 来 は ネ ッ ト 上 で の 仲 間 内 攻 撃 に
関 す る 項 目 で あ つ た た め ,ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 用 に
文 言 を 改 編 し て 使 用 し た 。「以 下 の 各 設 間 を 読 み ,当
て は ま る と 思 う も の を 選 ん で く だ さ い 。 ※ 登 場 人 物
ど う し は ,現実 生 活 で の 面 識 は な い も の と す る 。」 と
教 示 し ,「 間 違 つ て い る 」 か ら 「 正 し い 」 ま で の 5
件 法 で 尋 ね た 。
h)規範 意 識 項 目 :g)の尺 度 の 下 位 尺 度 で あ る 「 情 報 発
信 に 関 す る 法 知 識 」 を 参 考 に 作 成 し た 。 規 範 が 内 面
化 さ れ た も の が 規 範 意 識 で あ る と い う 久 世 ら (1988)
の 定 義 と ,「 法 の 理 解 と 遵 守 」が 規 範 意 識 で あ る と の
指 摘 か ら ,「 情 報 発 信 に 関 す る 法 知 識 」 に 対 し て ,違
反 し て い る Aさ ん に 関 し て 「 悪 い 」 と 思 え る か ど う
か を 規 範 意 識 の 得 点 と し た 。「情 報 発 信 に 関 す る 法 知
識 」 の 結 び の 文 章 を ,「Aさ ん は 処 分 さ れ た り ,法律
で 罰 せ ら れ る こ と が あ る 」 か ら 「Aさ ん は 悪 い 」 に
変 更 し て 使 用 し た 。 な お ,「憲 法 で 保 障 さ れ た『 表 現
の 自 由 』 が あ る た め ,ネッ ト上 で は 何 を 書 い て も よ
い 」 の 項 目 は ,規範 意 識 の 項 目 に う ま く 変 更 で き な
か つ た た め ,本研 究 で は 使 用 し な い こ と と し た 。「以
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下 の 各 設 間 を 読 み ,当 て は ま る と 思 う も の を 選 ん で
く だ さ い 。 ※ 登 場 人 物 ど う し は ,現実 生 活 で の 面 識
は な い も の と す る 。」 と 教 示 し ,「 0。 ま っ た く そ う 思
わ な い 」 か ら 「3.非常 に そ う 思 う 」 ま で の 4件法 で
回 答 を 求 め た 。
第 3節 結 果
1.回答 者 属 性
計 410名の ア ク セ ス を 得 た 。 回 答 が 完 了 し た 190名
の う ち ,匿 名 状 況 の 設 定 の 設 間 で 無 効 な 回 答 を し た 2
名 と ,IPアド レ ス か ら 重 複 回 答 が 判 明 し た 2名の 2回
目 の デ ー タ を 除 外 し ,有効 回 答 は 186名と な っ た 。 回
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誹 謗 中 傷 行 動 の 択 一 の 項 目 に お い て ,「 何 も し な い
か も し れ な い 」 と 回 答 し た 者 を 「 誹 謗 中 傷 な し 」 ,そ
れ 以 外 を 回 答 し た 者 を 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 と 群 分 け し て
分 析 を 行 つ た 。
2.不公 正 知 覚 ・ 嘲 笑 知 覚
知 覚 の 記 述 統 計 量 は Table。9に示 し て い る 。 記 述 統
計 量 か ら も ,不 公 正 知 覚 の 高 さ は ど の 場 面 も 高 い 結 果
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と な っ た 。 そ し て ,ど の 場 面 も 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の 方
が 「 誹 謗 中 傷 な し 」 よ り も わ ず か に 高 い 値 と な っ た 。
不 公 正 知 覚 に 関 し て 誹 謗 中 傷 「 あ り 」 と 「 な し 」 と で
t検定 を 行 つ た が ,有 意 差 は 出 な か っ た 。
嘲 笑 知 覚 は ,「 面 白 い 」 と 「 ば か ば か し い 」 の 両 項
目 と も 「 2。 そ う 思 う 」 以 上 を 答 え た 場 合 に 「 嘲 笑 知 覚
あ り 」 と カ ウ ン ト し た 。 そ の 結 果 ,嘲 笑 知 覚 が 高 い と
想 定 し て た 「 ピ ザ 店 」 で は ,他 の 場 面 よ り も 多 い 結 果
と な っ た 。 ま た ,「 中 1殺害 」 は 嘲 笑 知 覚 が 最 も 少 な
く ,「 IS」 は 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の う ち の 半 数 を 占 め る
結 果 と な っ た 。 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 で 嘲 笑 知 覚 が 見 ら れ
た の は わ ず か 1名だ つ た 。
Table.9不公正知覚の記述統計量と「嘲笑知覚あり」の人数(%)
誹謗中傷あり 誹謗中傷なし




Лグ  , Median Mode
の人数(%)
ピザ腱〒D    2.71  0.56    3.00   3.00
中1殺害b)2.96 0.30   3.00 3.00













3.誹謗 中 傷 行 動
誹 謗 中 傷 行 動 の 場 面 別 の 回 答 数 は Table.10に示 し
て い る 。 複 数 選 択 で は , ど の 場 面 で も 「 何 も し な い 」
を 選 ぶ 人 が 最 も 多 く , 80%以上 だ っ た 。 次 い で ,「 批
判 的 意 見 」 を 選 択 す る 人 が 多 か っ た 。 し か し ,「 ピ ザ
店 」 の み 「 批 判 的 意 見 」 と 「 嘲 笑 」 が 同 率 で 多 か っ た 。
「 中 1殺害 」 で は ,「 批 判 的 意 見 」 が 他 の 場 面 よ り も
多 く ,「 個 人 情 報 拡 散 」 と 「 悪 口 」 へ の 回 答 も 多 か っ
た 。 そ し て ,割 合 は 高 い が 「 何 も し な い 」 が 他 の 場 面
よ り も 低 か つ た 。
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択 一 の 誹 謗 中 傷 行 動 で は ,匿 名 状 況 の 方 が 非 匿 名 状
況 よ り も 誹 謗 中 傷 の 回 答 率 が 高 い 傾 向 が 示 さ れ た 。 特
に ,匿 名 状 況 と 比 べ て 非 匿 名 状 況 で は ,「 ピ ザ 店 」 と
「 IS」 で 「 個 人 情 報 拡 散 」 が 見 ら れ な く な り ,「 中 1
殺 害 」 で も 低 く な っ て い た 。 「 批 判 的 意 見 」 は 「 中 1
殺 害 」が 他 の 場 面 よ り も 多 か つ た 。 ま た ,「中 1殺害 」
に は「 嘲 笑 」を 選 択 す る 人 は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た 。
複 数 選 択 場 面 と 比 較 す る と ,匿名 非 匿 名 に 関 わ ら ず「 嘘
の う わ さ 」 を 選 択 す る 人 が い な か っ た こ と も 特 徴 的 で
あ る 。
Table.10誹謗中傷行動(複数選択)の選択人数(%)




7(3.8) 36(19.の   4(2.2)12(6.5)36(19.の 173(93.0)
20(10.6)   75(40.3)    2(1.1) 17(9.1)  13(7.0) 155(83.3)
8(4.3) 38(20.41   2(1.1)10(5.0  16(8.0 169(90.9
匿名時の 認F謗中傷行動(択―)の選択人数(%)
場面 個人情報拡散 批判的意見 嘘のうわさ 悪ロ 嘲笑  何もしない
(I)中 1結
IS
2(2.5)      7(8.6)
8(9.9)    16(19.6)
4(4.9)      7(8.6)
2(2.5) 70(86.0
2(2.5)   1(1.2)  54(66.7)
3(3.7)   2(2.5)  65(80.2)
非匿名時の 調[謗中傷行動(択―)の選択人数(%)







1(1.0)   4(3.8)  95(90.5)
1(1.0)           87(82.9)
2(1.9)  98(93.3)
匿 名 状 況 と 誹 謗 中 傷 行 動 の 生 起 の 有 無 の 連 関 性 を み
る た め に ,χ2検定 と 残 差 分 析 を 行 つ た 結 果 ,「 中 1
殺 害 」 (χ2(1)=6.535,′<.05)と「 IS」 (χ 2(1)=7.226,
′<.01)で有 意 差 が 見 ら れ ,非 匿 名 状 況 よ り も 匿 名 状
況 で の 誹 謗 中 傷 行 動 の 方 が 有 意 に 多 い こ と が 示 さ れ た 。
し か し ,「ピ ザ 店 」で は 有 意 な 結 果 は 得 ら れ な か っ た 。
4.誹謗 中 傷 動 機
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誹 謗 中 傷 動 機 に 関 し て ,本 調 査 の 結 果 も 予 備 調 査 と
同 様 ,回 答 が 偏 つ て い る こ と が 考 え ら れ た た め ,回 答
人 数 と 割 合 か ら 誹 謗 中 傷 動 機 の 結 果 を 概 観 す る 。 誹 謗
中 傷 動 機 の 項 目 に お い て ,「2。 そ う 思 う 」 以 上 を 回 答
し た 人 数 と 誹 謗 中 傷 行 動 の 各 群 に お け る 割 合 を 示 し た 。
匿 名 状 況 ご と に 誹 謗 中 傷 行 動 の 有 無 と 動 機 の 有 無 の 連
関 性 を み る た め に ,χ2検定 を 行 つ た 。 ク ロ ス 集 計 表
に お い て 期 待 度 数 が 5未満 の セ ル が あ っ た も の に つ い
て は ,Fisherの直 接 法 を 用 い た 。 こ れ ら の 結 果 は
Table.11に示 し て い る 。
「 ピ ザ 店 」 で は ,匿名 状 況 の 場 合 ,「誹 謗 中 傷 な し 」
よ り 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の 方 が ,印 象 付 与 ・ 制 裁 ・ 嘲 笑
動 機 が 有 意 に 高 く ,影 響 動 機 は 有 意 傾 向 だ つ た 。 記 述
統 計 か ら ,「誹 謗 中 傷 あ り 」 よ り も 回 答 数 が 多 く ,「誹
謗 中 傷 な し 」 の 中 で も 30%程度 見 ら れ た 。 逃 避 。 印 象
保 護 ・ 防 衛 動 機 は ,有 意 傾 向 に 留 ま っ た 。 非 匿 名 状 況
の 場 合 ,「 誹 謗 中 傷 な し 」 よ り 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の 方
が ,影 響 。 制 裁 ・ 嘲 笑 動 機 が 有 意 に 高 く ,強 制 動 機 は
有 意 傾 向 に 留 ま っ た 。
「 中 1殺害 」 で は ,匿 名 状 況 の 場 合 ,「 誹 謗 中 傷 な
し 」 よ り 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の 方 が ,報 復 。影 響 。 制 裁
動 機 が 有 意 に 高 か つ た 。 ま た ,「 誹 謗 中 傷 あ り 」 よ り
「 誹 謗 中 傷 な し 」 の 方 が ,逃 避 。 印 象 保 護 ・ 防 衛 動 機
が 有 意 に 高 か つ た 。 非 匿 名 状 況 の 場 合 ,「 誹 謗 中 傷 な
し 」 よ り 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の 方 が ,報復 ・ 影 響 ・ 制 裁 ・
嘲 笑 動 機 が 有 意 に 高 く ,強 制 動 機 が 有 意 傾 向 だ っ た 。
ま た ,「誹 謗 中 傷 あ り 」 よ り 「 誹 謗 中 傷 な し 」 の 方 が ,
逃 避 ・ 防 衛 動 機 が 有 意 に 高 か つ た 。
「 IS」 で は ,匿 名 状 況 の 場 合 ,「 誹 謗 中 傷 な し 」 よ
り 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の 方 が ,報 復 。 制 裁 。 嘲 笑 動 機 が
有 意 に 高 か つ た 。 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 よ り 「 誹 謗 中 傷 な
し 」 の 方 が 有 意 に 高 い も の は な か っ た 。 非 匿 名 状 況 の
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場 合 ,「誹 謗 中 傷 な し 」 よ り 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 の 方 が ,
印 象 付 与 ・ 報 復 ・ 制 裁 ・ 強 制 。嘲 笑 動 機 が 有 意 に 高 か
つ た 。 「 誹 謗 中 傷 あ り 」 よ り 「 誹 謗 中 傷 な し 」 の 方 が










誹謗中傷   誹謗中傷
あり     なし
(″L27)      (力L54)
誹謗中傷   誹謗中傷
あり      なし
(ノい16)    (ハヒ65)
逃避    0 (o0
印象付与  2(182)
報復    1 (9.1)
影響    3(273)
匿名
印象保護  1 (91)
(ハL81)
制裁    8(727)
防衛    0 (o.0
強制    1 (9.1)
嘲笑       5 (45.5)
20 (286) +   0  (0.0    17 (31.D  士■。
1 (1の ■  2 (70   2 (3.7)
1 (14)   13(481)  0 (0.0 '・
5 (71)+ 14(51.0   3 (5.0 +十D
26  (37.1)  +   2   (7.4)   14 (259) 十。
  (10.0) 十・   22  (81.5)     3   (5.6) オ■。
19  (271)  †  0   (oo)    15  (27.0  ・・ 0)
1 (1.4)   4(140   0 (0.0 ・
6 (3.6)十■  2 (70   0 (00
0   (0.0)






0   (0.0)
3  (18.8)
10  ( 5.4)
1 (15)
0   (o.o)  十十
5  (77)
16  (24.6)
3   (4.6)  ・・
11  (169)
0   (0.0)
0   (oo)  士士
ピザ店 中1殺害
誹謗中傷   誹謗中傷
あり      なし
(Ⅳ=7)      (ハL98)
逃避       2  (20.0)   23 (24.2)      1  (56)   35  (402) 爆0   0  (o.oO 27  (276)
印象付与  1(10.0)  3 (3.2)   2(11.1)  3 (3の   2(28.6)  0 (00)轟
串風復        0   (0.0)     2   (2.1)      6  (333)     1   (1.1) ・・ 2 (28.6 0 00) ・・
景′lP        5  (50.0)     5   (53) '・  11  (611)     8   (9.2) ★  3  (42.9)     7   (71)
非匿名
印象保護  3(30.0) 38(40.0)   2(111) 22(25.3)    1(14.3) 21(21の
(ノヽL105)
協Jttt        6  (600)    10  (10.5) ・・ 14  (77.8)    9  (10.3) ■■  3  (429)     5   (5.1) キ■
防衛        2  (200)   27  (28.4)       0   (0.0)    26  (299) 轟 2 (28 6 12 12.2)
強制        2  (200)     3   (3.2)  † 2 (11.1)   1   (1.1)  ■  3  (429)     1   (1.o) “
嘲笑        6  (600)     3   (32) ■■ 4  (22.2)     0   (00) 最  3  (429)     1   (1.0) ‐
Note.・・ ρく.01,・′く.05, †′く。10







誹謗中傷   誹謗中傷
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5。 結 果 予 測 項 目
結 果 予 測 項 目
る 。 「 コ ス ト 」
取 り う る た め ,
の 記 述 統 計 量 は Table.12の通 り で あ
と 「 利 益 」 は そ れ ぞ れ 0-33点の 値 を
全 体 的 に 得 点 が 低 く 偏 つ て い る 結 果 と
」 と 「 な し 」 とな っ た 。 匿 名 状 況 別 で 誹 謗 中 傷 「 あ り
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で 結 果 予 測 の 下 位 尺 度 得 点 に 関 す る t検定 を 行 つ た
有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。 以 上 よ り ,結果 予 測 の 項
を 用 い た 分 析 が 困 難 と 判 断 し た た め ,本調 査 の 分 析
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法 的 知 識 ・ ネ ッ ト 特 性 知 識 0規範 意 識 項 目
法 的 知 識 。ネ ッ ト 特 性 知 識 ・ 規 範 意 識 項 目 の 記 述 統
量 は Table.13に示 し た 通 り で あ る 。法 的 知 識 と ネ ッ
特 性 知 識 は 0-12点,規範 意 識 項 目 は 0-15点の 範





し 」 両 群 と も 8点前 後 で あ る 。 規 範 意 識 項 目 は 13
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前 後 で あ る 。 記 述 統 計 量 か ら は , ど の 群 に お い て も 差
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次 に ,そ れ ぞ れ の 尺 度 に お い て 平 均 値 ±lS,より 高
い 得 点 を 高 群 ,低 い 得 点 を 低 群 と し て ,誹 謗 中 傷 行 動
の 有 無 と の 間 で χ 2検定 を 行 つ た 。 し か し ,全 場 面 と
も ,高 低 群 に お い て 誹 謗 中 傷 行 動 の 有 無 に 有 意 差 が 見
ら れ な か っ た 。
7.仮説 と の 比 較
仮 説 ① は ,「 不 公 正 知 覚 は 制 裁 ・ 報 復 動 機 を 最 も 生
起 さ せ や す い 」。各 場 面 と も 不 公 正 知 覚 が 高 か っ た 。記
述 統 計 よ り ,不公 正 知 覚 は 高 い 順 か ら「 中 1殺害 」,「ピ
ザ 店 」,「IS」 で ,誹 謗 中 傷 動 機 の 回 答 率 も 以 上 の 順 に
制 裁 動 機 が 高 か つ た 。 報 復 動 機 に 関 し て は ,「 ピ ザ 店 」
に お い て 10%未満 だ つ た た め ,こ の と お り で は な か っ
た 。 よ つ て ,仮 説 は 一 部 支 持 と な つ た 。
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仮 説 ② は ,「不 公 正 知 覚 は 嘲 笑 動 機 を 生 起 さ せ る 場
合 も あ る 」 。 自 由 記 述 で は な く 予 め 嘲 笑 動 機 の 項 目 を
組 み 込 ん だ と こ ろ ,嘲笑 動 機 へ の 回 答 が み ら れ た 。 ま
た ,不公 正 知 覚 の 高 い 「 中 1殺害 」 で は 逆 に 嘲 笑 動 機
が 低 い こ と か ら ,不公 正 知 覚 に よ る も の で は な い こ と
が 考 え ら れ る た め ,仮説 は 検 証 で き な か っ た 。
仮 説 ③ は ,「制 裁 。報 復 動 機 や 嘲 笑 動 機 は 誹 謗 中 傷
行 動 を 生 起 さ せ や す い 」 。 Table.Hから も ,制裁 。報
復 ・ 嘲 笑 動 機 に 関 し て 「 誹 謗 中 傷 な し 」 よ り も 「 誹 謗
中 傷 あ り 」 の ほ う が 有 意 に 高 い 結 果 が 示 さ れ た 。 重 回
帰 分 析 等 の 統 計 的 な 手 法 を 用 い て い な い が ,仮説 は 支
持 さ れ た と い え る だ ろ う 。
仮 説 ④ は 「 匿 名 度 の 高 い 状 況 は 低 い 状 況 よ り も 誹 謗
中 傷 行 動 が 生 じ や す い 」 だ つ た 。 本 章 第 3節第 3項に
記 載 し た と お り,χ2検定 の 結 果 か ら ,「 中 1殺害 」 と
「 IS」 で は 匿 名 状 況 の 方 が 有 意 に 誹 謗 中 傷 行 動 の 方 が
高 か つ た た め ,仮説 支 持 と な っ た 。
仮 説 ⑤ は 「 結 果 予 測 が ネ ガ テ ィ ブ な ほ ど 誹 謗 中 傷 行
動 は 生 じ に く い 」 だ つ た 。 結 果 予 測 項 目 の 回 答 に 強 い
偏 り が 見 ら れ ,結果 予 測 項 目 を 分 析 に 用 い る こ と が で
き な い と 判 断 し た た め ,本仮 説 は 実 証 さ れ な か っ た 。
仮 説 ⑥ は 「 規 範 意 識 ・ 法 的 知 識 を 有 し て い る ほ ど 誹
謗 中 傷 行 動 は 生 じ に く い 」 だ っ た 。 し か し,本章 第 3
節 第 3項に 記 載 し た と お り,χ2検定 の 結 果 か ら ,す
べ て の 場 面 に お い て 有 意 差 が 見 ら れ な か っ た た め ,仮
説 不 支 持 と な っ た 。
第 4節 考 察
1.不公 正 知 覚 ・ 嘲 笑 知 覚
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不 公 正 知 覚 に 関 し て は ,3つの 場 面 と も 高 い 値 と な
つ た 。 予 備 調 査 の 結 果 と 同 様 ,誹 謗 中 傷 が 起 こ る よ う
な 場 面 は 不 公 正 知 覚 を 喚 起 さ せ る と 考 え ら れ る が ,不
公 正 知 覚 の 高 さ の み で は 誹 謗 中 傷 の 生 起 は 説 明 で き な
い こ と が 考 え ら れ る 。 誹 謗 中 傷 が 起 こ り え そ う に な い
不 公 正 知 覚 が 低 い 場 面 な ど も 加 え る こ と で ,不 公 正 知
覚 の 高 低 に よ る 効 果 を 検 証 で き た の か も し れ な い 。 不
公 正 知 覚 が 嘲 笑 知 覚 に 関 し て は ,嘲 笑 知 覚 を 有 し て い
て も 誹 謗 中 傷 行 動 を 選 択 し た 人 が 1名,そ の 他 33名
は 誹 謗 行 動 を 選 択 し な か っ た た め ,知 覚 の 有 無 の み で
誹 謗 中 傷 行 動 の 選 択 は 説 明 で き な い こ と が 示 唆 さ れ た 。
2.誹謗 中 傷 行 動
複 数 選 択 で は 「 嘘 の う わ さ 」 の 項 目 へ の 回 答 が 見 ら
れ た が ,択一 で は 選 ば れ な か っ た 。「個 人 情 報 の 拡 散 」
や 「 悪 口 」 へ の 回 答 も 択 一 で は ,減 少 し て い た 。 こ れ
は ,不 法 行 為 に 至 る ほ ど の 誹 謗 中 傷 を 実 際 に 実 行 し な
い が ,潜 在 的 に そ の よ う な 加 害 的 な 傾 向 を 持 っ て い る
こ と を 示 し て い る と 考 え ら れ る 。 ま た ,χ2検定 の 結
果 か ら ,匿 名 状 況 で は 「 中 1殺害 」 と 「 IS」 に お い て
誹 謗 中 傷 行 動 が 多 く 選 択 さ れ て い た 。 匿 名 性 が 高 い 状
況 と い う 点 で は ネ ッ ト 環 境 に 近 い こ と が 考 え ら れ る た
め ,ネ ッ ト の よ う な 匿 名 性 が 高 い 場 面 は 誹 謗 中 傷 行 動
が 生 起 し や す い こ と が 示 唆 さ れ た 。
今 回 ,誹 謗 中 傷 行 動 の 項 目 の 1つ に 「 批 判 的 意 見 」
を 組 み 込 ん だ が ,広 辞 苑 第 六 版 (2008)によ る と ,「 批
判 」と は ,「 物 事 の 真 偽 や 善 悪 を 批 評 し 判 定 す る こ と 」,
「 人 物 。 行 為 ・ 判 断 ・ 学 説 ・ 作 品 な ど の 価 値 。能 力 ・
正 当 性 ・ 妥 当 性 な ど を 評 価 す る こ と 。 否 定 的 内 容 の も
の を い う 場 合 が 多 い 」の 2つの 意 味 が あ る 。 ま た ,「誹
謗 」 と は ,「そ し る こ と 。 悪 口 を 言 う こ と 」 ,「中 傷 」
と は ,「 無 実 の こ と を 言 つ て 他 人 の 名 誉 を 傷 つ け る こ
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と 」 で あ る 。 こ れ ら の 定 義 を 踏 ま え る と ,批 判 す る こ
と は 必 ず し も 誹 謗 中 傷 に な る と は 限 ら ず ,受 け た 側 に
と っ て は 建 設 的 な 意 見 で あ つ た り ,「 少 し 手 厳 し い ア
ド バ イ ス 」 な ど と な る こ と も 十 分 に 考 え ら れ る 。 し た
が つ て ,「批 判 的 意 見 」を 誹 謗 中 傷 と し て ま と め ず に ,
1つ の 独 立 し た も の と し て 今 後 と ら え る 必 要 が あ る よ
う に 思 わ れ る 。
3.誹謗 中 傷 動 機
「 誹 謗 中 傷 あ り 」 に お い て は ,匿 名 か 否 か に 関 わ ら
ず , ど の 場 面 も 制 裁 動 機 が 他 の 動 機 よ り も 高 い 結 果 と
な っ た 。 ま た , ど の 場 面 も 「 誹 謗 中 傷 な し 」 よ り も 高
い 結 果 に な つ て い た 。 し か し ,全 場 面 と も 不 公 正 知 覚
が 高 い た め ,不 公 正 知 覚 の 効 果 が ゆ え に 制 裁 動 機 が 高
ま っ て い る と は 言 い 難 い 。大 渕 (20H)が言 う よ う に ,
公 正 回 復 の た め の 攻 撃 が 制 裁 で あ る な ら ば ,結 果 で 示
さ れ た 不 公 正 知 覚 の 高 さ と 制 裁 動 機 の 高 さ は 関 連 が あ
る と 考 え ら れ る 。 ま た ,報 復 動 機 よ り も 影 響 動 機 の 方
が 高 い 結 果 と な っ た 。 項 目 か ら も ,社 会 的 な 罰 を 下 し
た い と い う 制 裁 動 機 と 行 為 者 の 行 動 改 善 を 望 む 影 響 動
機 に 比 べ ,報 復 動 機 は 仕 返 し を 与 え た い と い う 個 人 的
な 動 機 で あ る 。 報 復 に も 公 正 回 復 の 機 能 が あ り ,加 害
者 に 公 正 や 道 徳 を 再 確 認 さ せ る 意 味 が あ る (上原 ら ,
2015)が,制裁 動 機 と 影 響 動 機 の 方 が 高 く ,報復 動 機
の 方 が 比 較 的 低 い こ と か ら ,報 復 動 機 の 個 人 的 な 仕 返
し の 側 面 が 強 調 さ れ ,公 正 回 復 に 重 き を 置 い た 制 裁 動
機 や ,公 正 回 復 の 結 果 と も 捉 え ら れ る 影 響 動 機 の 方 が
高 い 結 果 と な っ た と 考 え ら れ る 。
一 方 で ,「 中 1殺害 」 と 「 IS」 で は 誹 謗 中 傷 動 機 と
し て 報 復 動 機 が 見 ら れ ,「 ピ ザ 店 」 に は み ら れ な か っ
た 。 こ れ は 場 面 の 特 殊 性 が 考 え ら れ る 。 な ぜ な ら ,「中
1殺害 」 と 「 IS」 の 共 通 点 と し て ,背 景 と な っ た 事 件
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に 死 者 が 存 在 し た か ら で あ る 。 不 公 正 知 覚 で は 「 ピ ザ
店 」 の 方 が 「 IS」 よ り も わ ず か に 高 か つ た が ,そ れ で
も 報 復 動 機 が 低 か つ た た め ,場 面 の 内 容 や 背 景 に よ っ
て ,誹謗 中 傷 に 至 っ た 動 機 が 異 な る こ と が 考 え ら れ る 。
匿 名 状 況 で は ,嘲笑 知 覚 が 見 ら れ た「 ピ ザ 店 」や 「 IS」
に お い て 嘲 笑 動 機 も 見 ら れ ,「 誹 謗 中 傷 な し 」 よ り も
有 意 に 高 か つ た 。公 正 回 復 を 目 的 と し た 攻 撃 で は な く ,
誹 謗 中 傷 に は よ り 個 人 的 な 意 図 が 含 ま れ て な さ れ る も
の も あ る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 ま た ,「 誹 謗 中 傷 あ り 」
の う ち 嘲 笑 知 覚 が 見 ら れ た 人 の 回 答 傾 向 を 見 る と ,同
様 に 制 裁 動 機 と 影 響 動 機 が 多 か っ た 。 予 備 調 査 の 結 果
と 同 様 ,嘲 笑 知 覚 と 不 公 正 知 覚 の 違 い に よ っ て 誹 謗 中
傷 を す る 動 機 に 質 的 な 差 は な い と 考 え ら れ る 。 ど の よ
う な 知 覚 を 体 験 す る か は 人 に よ っ て 異 な る が ,誹 謗 中
傷 す る 動 機 と し て は 共 通 す る も の が あ る と 推 察 さ れ る 。
「 誹 謗 中 傷 な し 」 に お い て は ,逃 避 。 印 象 保 護 ・ 防
衛 動 機 の 存 在 が 示 唆 さ れ た 。 特 に 匿 名 状 況 の 「 中 1殺
害 」 で は 有 意 差 も 出 て い た 。 こ れ ら は ,自 身 の 身 を 案
じ た 結 果 ,誹 謗 中 傷 に 否 定 的 な 評 価 が な さ れ た か ら と
考 え ら れ る 。 予 備 調 査 の 結 果 を 踏 ま え ,選 ん だ 行 動 に
対 す る 動 機 と し て 答 え て も ら え る よ う に ,教 示 文 を 工
夫 し た 。 し か し ,そ れ で も 「 誹 謗 中 傷 な し 」 に お い て
制 裁 ・ 影 響 動 機 へ の 回 答 が 見 ら れ た 。 「 理 由 」 と い う
教 示 を 用 い た が ,こ れ が 却 っ て ,「 誹 謗 中 傷 は し な い
け ど 変 わ っ て ほ し い 」 と い う よ う に ,行 動 に 対 す る 動
機 だ け で な く ,調 査 協 力 者 の 願 望 も 混 在 し て し ま っ た
可 能 性 が 考 え ら れ る 。
非 匿 名 状 況 で も「 誹 謗 中 傷 あ り 」と「 誹 謗 中 傷 な し 」
の 間 で 有 意 差 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 匿 名 状 況 別 で 分
析 を し た た め ,匿名 状 況 間 で の 差 は 検 討 で き て い な い 。
ま た ,非 匿 名 状 況 で 「 中 1殺害 」 に 嘲 笑 動 機 が 見 ら れ
た り ,匿名 状 況 で 「 中 1殺害 」 以 外 で は 回 答 が 少 な か
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つ た 強 制 動 機 が 非 匿 名 状 況 で は 有 意 に な っ て い る 。 非
匿 名 状 況 で の 誹 謗 中 傷 に は 他 の 要 因 が 絡 ん で い る 可 能
性 も 考 え ら れ る 。 さ ら に ,ネ ッ ト 上 で は 必 ず し も 匿 名
状 況 で ば か り 誹 謗 中 傷 が 起 こ っ て い る と は 限 ら な い た
め ,匿 名 状 況 を 完 全 に ネ ッ ト で の 誹 謗 中 傷 の 特 徴 と し
て 当 て は め て 考 え る に は ま だ 検 討 の 余 地 が あ る と 思 わ
れ る 。 実 名 が 出 て い る の に も か か わ ら ず 誹 謗 中 傷 を す
る 人 と ,匿 名 で 自 身 の 素 性 が 知 ら れ な い 状 況 で も 誹 謗
中 傷 す る 人 と で ,今 後 比 較 検 討 し て い く 必 要 が あ る と
考 え ら れ る 。
4.抑制 可 能 性
抑 制 可 能 性 と し て ,今 回 攻 撃 結 果 予 測 の 項 目 と ,法
的 知 識 ・ ネ ッ ト 特 性 知 識 ・ 規 範 意 識 の 項 目 を 設 け た 。
し か し ,得 点 の 高 さ と 誹 謗 中 傷 の 有 無 に は 有 意 な 関 連
が 見 ら れ な か っ た 。 攻 撃 結 果 尺 度 は も と も と 身 体 的 攻
撃 の 結 果 に 関 す る 項 目 で あ つ た た め ,非 身 体 的 な 攻 撃
で あ る ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 に そ の ま ま 応 用 す る こ と に
問 題 が あ つ た と 考 え ら れ る 。 今 後 ,ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中
に も 使 用 で き る よ う に 項 目 内 容 を 検 討 す る こ と が 必 要
に 思 わ れ る 。
知 識 項 目 と 意 識 項 目 に 関 し て は ,調 査 方 法 に よ る 影
響 の 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。 法 的 知 識 の 項 目 は ,
「 ～ あ て は ま る と 思 う も の 」 を 選 ぶ よ う 教 示 し た 。 質
問 項 目 の 末 部 は ,「Aさ ん は 処 分 さ れ た り ,法 律 で 罰
せ ら れ る こ と が あ る 」 と な っ て い た 。 こ れ に 対 す る 評
定 は 「 間 違 っ て い る ― 正 し い 」 だ っ た た め ,法 的 に 正
し い か ど う か の 知 識 を 聞 か れ て い る の か ,罰 せ ら れ る
事 実 が 社 会 的 に 正 し い と 思 う か と い う 価 値 観 を 問 わ れ
て い る の か が 釈 然 と し な い 事 態 に な っ て い た こ と が 考
え ら れ る 。 ま た ,規 範 意 識 の 項 目 は ,法 的 知 識 の 項 目
の 末 部 を 「Aさ ん が 悪 い 」 に 変 更 し て 使 用 し た 。 先 行
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研 究 に 基 づ い て ,「 規 範 の 内 面 化 」 の 程 度 を 測 定 す る
意 図 で「Aさ ん が 悪 い 」と 思 え る か ど う か を 尋 ね た が ,
こ の 手 法 自 体 が 根 拠 の な い も の で あ る た め ,十 分 に 検
討 が さ れ て い な い ま ま 尺 度 と し て 調 査 者 が 利 用 し て い
た 。 構 成 概 念 を 十 分 に 捉 え ら れ る 方 法 で は な か っ た こ
と が 考 え ら れ る 。
し た が つ て ,本 研 究 の 方 法 で は 抑 制 可 能 性 と し て の
結 果 予 測 と 知 識 ・ 意 識 を 検 討 す る こ と 自 体 が 困 難 だ っ
た こ と が 考 え ら れ る 。 今 後 さ ら に 方 法 を 洗 練 さ せ る こ
と が 必 要 で あ る 。
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第 5章 総 合 考 察
第 1節 誹 謗 中 傷 者 に 関 す る 統 計
炎 上 者 に 関 す る 統 計 は 数 少 な い 。 田 中 ・ 山 口 (2016)
の 分 析 結 果 に よ る と ,誹 謗 中 傷 を 行 つ て い る の は ネ ッ ト
ユ ー ザ ー の O。5%にす ぎ な い と い う 結 果 に な っ て い る 。ま
た ,2ちゃ ん ね る の 管 理 人 を 務 め て い た 西 村 博 之 氏 に よ
る と ,2ちゃ ん ね る 上 で の ほ と ん ど の 炎 上 事 件 の 実 行 犯
は 5人以 内 で あ り ,た つ た 1人 し か い な い 場 合 も 珍 し く
な い と い う (川上 ,2014)。本 研 究 で は 情 報 処 理 推 進 機
構 (2015)や総 務 省 (2015)のデ ー タ か ら ,20代な ど
の 若 い 世 代 が 知 ら ず 知 ら ず の う ち に 誹 謗 中 傷 を し て し ま
う リ ス ク を 考 え ,20代中 心 に 調 査 を 行 っ た が ,実際 の 炎
上 事 件 に な る よ う な も の と 20代が 参 加 し う る 誹 謗 中 傷
と で は ,内 容 が 質 的 に 異 な る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 そ れ
ゆ え ,今 回 の 調 査 で は 回 答 が 大 き く 偏 つ て し ま い ,量 的
な 検 討 が 困 難 に な っ て い た こ と も 一 因 と し て 考 え ら れ る 。
第 2節 不 公 正 場 面 に 伴 う 感 情
本 研 究 で は ,主 に 知 覚 ・ 動 機 。 行 動 ,そ し て そ れ に 対
す る 抑 制 可 能 性 と し て ,結 果 予 測 と 知 識 。 規 範 意 識 を 想
定 し た 。 し か し ,Anderson&B u s h IIll a n(2002)が提 唱
し た 一 般 的 攻 撃 モ デ ル か ら も わ か る よ う に ,攻 撃 行 動 を
左 右 す る も の は 知 覚 や 動 機 と い つ た も の だ け で は な い 。
先 行 研 究 で も 不 公 正 の 知 覚 は 怒 り が 伴 う こ と が 示 さ れ て
い る (中村 ら ,20H;Barclay et al。,2005)。大 渕 (20H)
は 不 快 情 動 と 攻 撃 に 関 し て ,不 快 情 動 が 非 常 に 強 く ,攻
撃 動 機 づ け が 自 己 制 御 を 凌 駕 し て 行 動 を 駆 動 さ せ て し ま
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う 場 合 が あ る と 述 べ て い る 。 不 公 正 が 怒 り を 喚 起 さ せ る
な ら ,不 公 正 場 面 に 対 し て あ ま り に も 強 い 怒 り の 感 情 を
体 験 し た 場 合 ,Anderson&Bushman(2002)がい う よ
う な 直 接 評 価 が 修 正 さ れ る 制 御 的 な 過 程 が な さ れ ず ,衝
動 的 な 攻 撃 に 至 る と い う こ と も 考 え ら れ る 。 ま た ,不 公
正 事 態 に 伴 う 感 情 を 収 集 し た 中 村 ら (20H)の研 究 で は ,
例 え ば ,「 公 共 ル ー ル か ら の 逸 脱 」 の 場 面 に 関 し て は ,
怒 り 感 情 以 外 に 「 嫌 悪 」 や 「 軽 蔑 」 と い つ た 感 情 が 選 択
さ れ ,「 弱 者 に 対 す る 暴 力 的 行 為 」 の 場 面 に 関 し て は ,
怒 り 感 情 以 外 に 「 嫌 悪 」 や 「 軽 蔑 」 ,「 悲 し み 」 と い つ
た 感 情 が 選 択 さ れ た 。 伊 藤 (2014)は,「炎 上 さ せ ら れ
る 人 」 は 一 見 衝 動 的 だ が ピ ン ポ イ ン ト に 怒 っ て い る と 指
摘 し て い た が ,感 情 的 な 指 標 も 必 要 で あ る こ と が 考 え ら
れ る 。 本 研 究 で 用 い た 誹 謗 中 傷 場 面 で は ,全 場 面 不 公 正
知 覚 が 高 い 結 果 と な っ た が ,今 後 ,こ れ に 感 情 的 な 指 標
を 組 み 込 ん で 二 次 元 に す る こ と で ,誹 謗 中 傷 の も と と な
つ た 炎 上 事 件 に 対 す る 人 々 の 反 応 を よ り 重 層 的 に 把 握 す
る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。
第 3節 い じ め の 構 造 と の 関 連
現 代 の い じ め の 基 本 的 構 造 と し て ,森 田 (1986)は被
害 者 と 加 害 者 ,第 二 者 と し て 「 観 衆 」 と 「 傍 観 者 」 の 計
四 層 を 想 定 し た 。 森 田 (1986)の定 義 に よ る と ,「観 衆 」
は「 い じ め を 面 白 が つ て 見 て い る 子 ど も た ち 」,「傍 観 者 」
は 「 見 て み ぬ ふ り を し て い る 子 ど も た ち 」 で あ る 。 ま た ,
「 観 衆 」 は い じ め を 面 白 が っ て 炎 に 油 を 注 ぎ こ む 存 在 で
あ り ,いじ め 行 動 を 強 化 す る 要 素 で あ り ,「傍 観 者 」 は 自
己 保 身 的 で あ る た め ,却 つ て い じ め を 黙 認 し ,い じ め っ
子 を 支 持 す る 存 在 と な っ て し ま う と 述 べ て い る 。 こ の 構
造 は ネ ッ ト の 誹 謗 中 傷 に も 当 て は ま る 部 分 が あ る よ う に
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思 わ れ る 。 誹 謗 中 傷 す る 人 を 加 害 者 ,さ れ て い る 人 を 被
害 者 と す れ ば ,そ の 投 稿 を み て 面 白 が つ た り ,見 な い よ
う に そ の 場 か ら 離 脱 す る こ と で ,図 ら ず も 「 観 衆 」や 「 傍
観 者 」と 同 じ 役 割 を 担 つ て い る こ と に な る と 考 え ら れ る 。
し か し ,ネ ッ ト の 場 合 は 対 面 状 況 と 違 い ,離 脱 し よ う
と 思 え ば い つ で も で き る た め 「 傍 観 者 」 に な り や す い こ
と が 考 え ら れ る 。 ま た ,ネ ッ ト 上 で 起 こ し た 行 動 は 投 稿
や 「 お 気 に 入 り 」 ,「 シ ェ ア 」 と い つ た 形 で す べ て 記 録
に 残 る た め ,「 観 衆 」 や 「 加 害 者 」 に 転 向 し や す い こ と
も 考 え ら れ る 。 さ ら に ,匿 名 性 の 高 い ネ ッ ト な ら ,現 実
場 面 で 実 害 を 被 る リ ス ク が 低 い と 考 え ら れ る た め ,仲 裁
者 と し て 誹 謗 中 傷 に 割 り 込 み や す い こ と が 考 え ら れ る 。
即 ち ,対 面 状 況 よ り も 仲 裁 者 と し て 誹 謗 中 傷 を 止 め る 役
割 に も な り や す い こ と が 推 測 さ れ る 。 ネ ッ ト い じ め も ネ
ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 も 同 じ ネ ッ ト 上 の ハ ラ ス メ ン ト で あ る
が ,集 団 の 中 で 起 こ つ て い る こ と で は あ る た め ,集 団 力
動 と い う 観 点 か ら の 研 究 も 必 要 に 思 わ れ る 。
第 4節 公 正 さ の 判 断
文 部 科 学 省 の 中 学 校 学 習 指 導 要 領 (2015)によ る と ,
道 徳 科 は ,「A 主 と し て 自 分 自 身 に 関 す る こ と 」 ,「B
主 と し て 人 と の か か わ り に 関 す る こ と 」 ,「C 主 と し
て 集 団 や 社 会 と の か か わ り に 関 す る こ と 」 ,「D 主 と
し て 生 命 や 自 然 ,崇 高 な も の と の 関 わ り に 関 す る こ と 」
に つ い て 扱 う 。 そ の う ち ,Cの 内 容 と し て ,「 法 や き ま
り の 意 義 を 理 解 し ,そ れ ら を 進 ん で 守 る と と も に ,そ の
よ り よ い 在 り 方 に つ い て 考 え ,自 他 の 権 利 を 大 切 に し ,
義 務 を 果 た し て ,規 律 あ る 安 定 し た 社 会 の 実 現 に 努 め る
こ と 」と い う 記 載 が あ る 。ま た ,同 じ く Cの内 容 と し て ,
「 正 義 と 公 正 さ を 重 ん じ ,誰 に 対 し て も 公 平 に 接 し ,差
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別 や 偏 見 の な い 社 会 の 実 現 に 努 め る こ と 」 と い う 記 載 が
あ る 。 正 義 と 公 正 さ を 重 ん じ て 社 会 の 法 や ル ー ル を 守 る
こ と を 目 指 し た も の で あ る こ と が う か が え る 。 し か し ,
炎 上 や 誹 謗 中 傷 に 見 ら れ る 不 法 行 為 は ,正 義 と 公 正 さ を
重 ん じ た 結 果 ,社 会 的 に 不 適 切 な 行 為 に 対 し て 制 裁 が 必
要 だ と 感 じ ,公 正 回 復 の 名 の も と に 行 動 を 起 こ し て い る
可 能 性 が あ る 。 本 研 究 に お い て も ,不 公 正 知 覚 の 主 効 果
を 測 定 す る こ と は で き な か つ た が ,不 公 正 知 覚 の 高 い 場
面 に お い て 誹 謗 中 傷 行 動 の 選 択 が 多 い こ と ,誹 謗 中 傷 動
機 と し て 制 裁 。影 響 ・ 報 復 な ど の 動 機 が 高 い こ と が 見 出
さ れ た 。 中 学 生 は ま だ 10代の 半 ば で あ り ,こ の 時 期 に
ス マ ー ト フ ォ ン 等 で ネ ッ ト 社 会 に 参 加 し は じ め る 人 も い
る だ ろ う 。社 会 の ル ー ル の 範 疇 で 正 義 と 公 正 さ を 重 ん じ ,
不 公 正 さ に 対 し て も 社 会 の 枠 を 逸 脱 し な い よ う に 応 じ ら
れ る よ う な 道 徳 教 育 が ,今後 求 め ら れ る と 筆 者 は 考 え る 。
第 5節 本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 展 開
1.本研 究 の 限 界
本 研 究 で は ,不 公 正 知 覚 と 嘲 笑 知 覚 ,さ ら に そ の 動 機
に 着 日 し て ,ネ ッ ト 上 の 誹 謗 中 傷 の 生 起 を 実 証 す る こ と
を 試 み た 。 ま た ,結 果 予 測 と 法 的 知 識 ・ 規 範 意 識 の 点 か
ら 抑 制 可 能 性 を 検 討 し た 。 本 研 究 の 限 界 点 と し て ,以 下
の こ と が 挙 げ ら れ る 。
① 不 公 正 知 覚 の 比 較 に つ い て 。 誹 謗 中 傷 が 起 こ る も と
と な っ た 場 面 の み を 取 り 上 げ た た め ,不公 正 知 覚 が
全 体 的 に 高 い 結 果 に な り,不公 正 知 覚 の 主 効 果 を 検
証 す る こ と が で き な か っ た 。
② 嘲 笑 知 覚 の 測 定 方 法 に 関 し て 。 先 行 研 究 で 類 似 す る
概 念 を 測 定 し て い る も の を 見 つ け る こ と が で き ず ,
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本 研 究 で は ,「 間 違 つ て い る 」 と 「 バ カ バ カ し い 」
の 2項目 へ の 回 答 に よ つ て ,PII笑知 覚 を 把 握 し よ う
と 試 み た 。 し か し ,「 嘲 笑 知 覚 あ り 」 と す る 基 準 を
満 た す 回 答 は 少 な く ,本研 究 で は 嘲 笑 知 覚 に よ る 影
響 の 検 討 ま で た ど り 着 く こ と が で き な か っ た 。
③ 誹 謗 中 傷 行 動 に 関 し て 。 不 法 行 為 と し て 認 め ら れ る
よ う な 「 個 人 情 報 拡 散 」 や 「 嘘 の う わ さ 」 な ど の 項
目 を 誹 謗 中 傷 行 動 項 目 と し て 組 み 入 れ た 。 同 時 に ,
「 批 判 的 意 見 」 も 同 じ 誹 謗 中 傷 行 動 と し て 捉 え て い
た 。第 4章の 考 察 で も 述 べ た よ う に ,「批 判 的 意 見 」
は 必 ず し も 誹 謗 中 傷 的 な も の で は な く ,「 建 設 的 な
批 判 」 や 「 厳 し い コ メ ン ト 」 程 度 の も の も 含 ま れ て
い た 可 能 性 が あ る 。 よ つ て ,誹 謗 中 傷 行 動 と し て 測
定 し て い た が ,質 的 に 異 な る も の を 同 じ カ テ ゴ リ と
し て 扱 っ て い た こ と が 考 え ら れ る 。
④ 誹 謗 中 傷 動 機 に 関 し て 。 本 研 究 で は ,大 渕 (20H)
が ま と め た 攻 撃 の 社 会 的 機 能 に 基 づ い て 誹 謗 中 傷 動
機 項 目 を 作 成 し た 。② で も 述 べ た よ う に ,行動 が 「 批
判 的 意 見 」 だ つ た 場 合 ,相 手 を 攻 撃 す る 目 的 で 行 動
を 実 行 し て い る と は 限 ら な い こ と が 考 え ら れ る 。 そ
れ ゆ え 全 体 的 に 点 数 が 低 く 偏 つ た 結 果 に な っ た と 考
え ら れ る 。 さ ら に ,教 示 文 が 測 定 し た い も の を 測 る
こ と が で き る も の で は な か つ た た め ,よ り 丁 寧 に 検
討 す る 必 要 が あ つ た 。
⑤ 抑 制 可 能 性 で 用 い た 項 目 に 関 し て 。 今 回 ,身 体 的 攻
撃 に 対 す る 利 益 と コ ス ト の 査 定 を 測 定 す る 目 的 で 作
ら れ た Archer,et al.,(2010)の尺 度 を 攻 撃 結 果 予
測 の 項 目 と し て 用 い た 。 ネ ッ ト 上 と 対 面 で の 攻 撃 で
は 相 違 点 が 多 い こ と が 考 え ら れ る た め ,よ り 適 切 な
測 度 を 用 い る 必 要 が あ つ た 。 ま た ,法 的 知 識 と 規 範
意 識 を 測 定 す る 目 的 で ,「 ネ ッ ト 上 に お け る 情 報 発
信 知 識 尺 度 」 を 改 編 し て 使 用 し た 。 こ の 項 目 も 教 示
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や 使 用 方 法 が 厳 密 で な く ,結 果 的 に 本 調 査 で 有 効 活
用 で き な く な っ て し ま つ た 。 調 査 者 側 の 力 量 の 問 題
で あ る 。
⑥ 調 査 対 象 者 に 関 し て 。 今 回 ,大 学 生 。 大 学 院 生 。 社
会 人 を 対 象 に 調 査 を 行 つ た 。 し か し ,先 行 研 究 (川
上 ,2014;田中 ・ 山 口 ,2016)でも 論 じ ら れ て い る
通 り ,誹 謗 中 傷 を 実 際 に 起 こ す 人 は 一 部 の 人 た ち で
あ る 。 今 回 の 調 査 0分析 結 果 は ,誹 謗 中 傷 を し な い
そ の 他 大 勢 が 含 ま れ た 層 か ら 得 ら れ た も の で あ っ た
た め ,誹 謗 中 傷 者 の 特 徴 を 十 分 に 反 映 し て い な い 可
能 性 が あ る 。
2。 今 後 の 展 開
誹 謗 中 傷 の 生 起 に 関 し て ,本 研 究 の 結 果 か ら は ま だ
明 確 な 因 果 関 係 は 証 明 さ れ て い な い 。 本 研 究 で 限 界 だ
っ た 点 を 丁 寧 に 見 直 し ,よ り 誹 謗 中 傷 者 に 近 い 層 の 人
た ち を 対 象 に ,再度 調 査 を 作 り 直 す こ と が 必 要 で あ る 。
対 象 者 に 関 し て は ,2ちゃ ん ね る の 掲 示 板 や ニ ュ ー ス
サ イ ト の コ メ ン ト 欄 な ど ,実 際 に 誹 謗 中 傷 が 起 こ っ て
い る サ イ ト に URLを投 稿 し ,調査 協 力 を 仰 ぐ な ど の 手
法 が 考 え ら れ る 。 ま た ,個 人 内 の 知 覚 や 動 機 の み な ら
ず ,オ ン ラ イ ン 空 間 で の ダ イ ナ ミ ク ス を 含 め た 研 究 ヘ
と 展 望 し て い く こ と で ,抑 制 可 能 性 と い う 点 で も ,よ
り 有 意 義 な 研 究 に な る と 考 え る 。
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Appendix‐1 予 備 調 査
(ア ン ケ ー ト の 趣 旨 と 回 答 上 の 注 意 )
Appendix‐2 予 備 調 査 内 容
Appendix‐3  本 調 査
(ア ン ケ ー ト の 趣 旨 と 回 答 上 の 注 意 )


























































































0「まつたくそう思わない」 1「そう思わない」 2「そう思う」 3「ひじょうにそう思う」
(2)行為者や周囲に自分の印象を与えたいか ら
0「まつたくそう思わない」 1「そう思わない」 2「そう思う」 3「ひじょうにそう思う」
(3)行為者 に什板 しを したいか ち
0「まったくそう思わない」 1「そう思わない」 2「そう思う」 3「ひじょうにそう思う」
(4)行為者の判断や行動を変えたいか ら
0「まつたくそう思わない」 1「そう思わない」 2「そう思う」 3「ひじょうにそう思う」
(5)自分の印象 を守 りたいか ら
0「まつたくそう思わない」 1「そう思わない」 2「そう思う」 3「ひじょうにそう思う」
(6)行為者に社会的な罰を与えたいから
0「まったくそう思わない」 1「そう思わない」 2「そう思う」 3「ひじょうにそう思う」
(7)行為者から自分を守 りたいから
0「まったくそう思わない」 1「そう思わない」 2「そう思う」 3「ひじょうにそう思う」
(8)行為者を自分の意見に従わせたいから
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